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会 議 録 

会議の名称 第３回つくば市スタートアップ戦略策定懇話会 

開催日時 令和７年（2025 年）９月 24 日 開会 13：00 閉会 14：40 

開催場所 オンライン（Zoom） 

事務局（担当課） 政策イノベーション部スタートアップ推進室 

 

出 

席 

者 

委員 

 

 

 

（外部委員：五十音順）加々美 綾乃委員、小柴 優子委員、

菅谷 勇貴委員（市民委員）、高橋 朗委員（市民委員）、谷

垣 聡音委員（市民委員）、西野 由高委員、藤本 あゆみ委員 

（内部委員）髙橋 安大委員（座長） 

その他 茨城県産業戦略部技術振興局技術革新課 吉田 哲大 

（松長 宏一委員の代理出席） 

事務局 屋代 知行スタートアップ推進室長、山田 耕太主査 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

第２期つくば市スタートアップ戦略の中間見直しについて 

１ 第２回の意見概要と対応案 

２ 中間見直しの内容 

会議録署名人 － 確定年月日 － 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 事務局資料説明 

３ 討議 

４ 閉会 

 ＜審議内容＞（※発言者敬称省略） 

１ 開会（13：00 開始） 
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○事務局 

定刻になりましたので、予定どおり始めさせていただきたいと思います。

それではただ今から、第３回つくば市スタートアップ戦略策定懇話会中間見

直しを開催いたします。第１回第２回と同様に、本日もお忙しい中お集まり

いただき誠にありがとうございます。 

まず事前にお送りした資料の確認をさせていただきます。資料１の議事次

第の一番下に配布資料リストがございます。議事次第、名簿、懇話会及び資

料等の公開について、第２回の意見概要と対応案、中間見直しの項目、中間

見直しの説明。最後の資料７は、第２期つくば市スタートアップ戦略の中間

見直し案ということで、資料５の中間見直し項目を実際にスタートアップ戦

略の中に落とし込んだものになります。本日も資料１の議事次第に沿って進

行させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

続いて本懇話会及び資料等の公開に関する取り扱いについてお知らせいた

します。資料３のとおり前回と同じですが、配付資料及び議事録につきまし

ては、原則公開とさせていただきます。なお、本日の傍聴希望者はいません。 

それではここからは髙橋座長に議事進行をお願いしたいと思います。 

○座長 

皆さん本日もお集りいただきありがとうございます。髙橋でございます。

今回が最終回ということを目指して議論を進めさせていただければと思いま

す。資料４にもございますが、前回どのようなことをご議論いただいたかを

簡単に振り返ってみますと、つくば市としてどのような方向を向いているの

か、市がどうスタートアップ政策を進めていきたいのかをしっかりと考えて

おかないと、支援がぶれてしまうのではないかというようなご議論があった

と思います。また、今回この第２期の戦略ですべてを変えるよりも、検討課

題という形で残しておいて、第３期に向けてまた議論するということでも良

いのではないかというようなご議論もあったかと思います。また、一旦アン
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ケートを取るというような提案をさせていただきましたが、そうではなくて、

市としてどうあるべきかをしっかりと考えても良いのでないかというような

ご議論もいただいたのかなと思います。細かいところは割愛させていただき

ますが、大体このようなご議論をいただいたかなと思っております。 

この後事務局から説明させていただきますが、そういった議論を踏まえて

資料を作っておりますので、またご議論いただければなと思います。今回の

議事は、２つございます。１つ目が、前回皆様からいただいた意見概要と対

応案。もう１つが、戦略の中間見直しの内容でございます。２つ用意させて

いただきましたが、それぞれ個別に議論するよりも、２つまとめて説明させ

ていただいた上でご議論いただく方が、流れとしても良いかと思いますので、

そのような形で進めさせていただきます。それでは事務局から説明をお願い

いたします。 

２ 事務局資料説明 

○事務局 

事務局のスタートアップ推進室長の屋代です。よろしくお願いいたします。

資料４、５、６を中心にご説明させていただきます。順番としましては、まず

資料４で前回出た意見に対する我々の対応方針をお話した後に、資料６で中

間見直しに関する我々の考え方を先にご説明させていただき、資料５で実際

にどういうところを直すのかといった流れで説明をさせていただきます。 

まず資料４につきましては、前回の懇話会で出た意見の要旨と対応案とい

うことで、質疑形式の意見と他の委員と同じ意見は割愛させていただいてお

ります。先ほど座長から説明があったとおり、前回の主な意見として、スタ

ートアップの成長スタイルは必ずしも１つではなく、スモールビジネス或い

はソーシャルスタートアップ或いはお薬系など、色々なパターンがあるとい

うところで、どこにフォーカスするのかの議論の焦点が合わないというとこ

ろがございました。これにつきましては、第１期スタートアップ戦略から、
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いわゆる J カーブというスタートアップの一般的な成長曲線を中心に施策を

組み立ててきたところがございますので、ここは改めて考え直す必要がある

かなと考えております。他にあった意見として、登録スタートアップの方に

アンケートを取った中で 36 ぐらいの回答数しかないというところで、サンプ

ル数の少ないので再度アンケートをやるというのは、スタートアップにかか

る負担を考慮すると難しい一方で、ケーススタディというご意見もございま

した。ですが、改めて考えたときに、我々がスタートアップ支援をどのよう

にやっていくのかというそもそものところをしっかり固めないと、幾らアン

ケートを取っても個別細分化の議論に行ってしまうのかなというところがご

ざいました。前回取ったアンケート結果は決して無駄にするものではなく、

ある程度今回の中間見直しに反映させつつ、２年後に策定の作業が始まる第

３期に向けてしっかりとスタートアップの実情ですとか、ケーススタディと

いったものを積み上げていく必要があるのかなと考えております。７番目は、

市の税金を使った予算事業でやっていることですので、スタートアップ側の

起点ではなく、市側として何をやりたいのかについてです。私の担当者とし

ての率直な意見を言いますと、これだけ世の中に多くのスタートアップ支援

がある中で、スタートアップが求めるもの、必要なものにどうしても考えが

寄って行きやすい、引っ張られやすいという点は、前回第２回をやった上で

自分なりに改めて考えるところがございました。やはり市役所ですので、市

として街をどうしていきたいのか、その中でスタートアップ支援がどういう

ところに役立つのか。そこがぶれてしまうと、スタートアップを取り巻く環

境はすごく変わりやすいので、我々もそこに振り回されてしまうのかなとい

うことを第２回の後に改めて考えました。ですので、改めてつくば市として、

なぜスタートアップをやるのかというところの起点はすごく大事なのではな

いかと考えているところです。また、人材確保についても前回フォーカスし

ました。先ほどの繰り返しになりますが、我々としてスタートアップ支援を
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どのようにやっていくのかというところと、今後スタートアップが持ってい

る悩み、課題、或いはそれぞれが掲げる将来の成長曲線といったところを踏

まえまして、ある程度細分化していった中で、こういう支援があるだろう、

必要だろうという議論が出てくるのかなというところもございますので、そ

こは第３期に向けてしっかりと取り組んでいきたいなと思います。一方でア

ントレプレナーというところは、第２期スタートアップ戦略のビジョンであ

り本丸でもありますので、中間見直しの追加の事業、或いはこの後ご説明す

る重点施策で対応していきたいなと考えております。今申し上げた施策の重

点化について、やはり１から８までフラットに見えてしまいますので、特に

つくば市としてどこを重点化していくのかというところがございます。そこ

は、つくば市としてどういうことをやっていくのか、なぜやるのかというと

ころを踏まえた上での、つくば市だからできることについてこの後ご説明し

ます。採用面につきましては、先ほどと同じく、しっかりとスタートアップ

の個別のお話を聞いた上で、今後の事業を考えていきたいなと考えておりま

す。またエコシステムですとかコミュニティ同士の繋がり、これこそ市がや

るべきことなのかなと考えております。スタートアップのエコシステムとい

うのは、スタートアップ関係者のみならず、地元の中小企業や教育機関とい

った色々なプレーヤーが、様々に関わってきます。いわゆる街のインフラを

持っているのは、行政の強みであるかなと考えております。ですので、スタ

ートアップ関係者がこれまで繋がれなかったようなコミュニティ、或いはプ

レ－ヤーと繋がれるエコシステムというのは、我々市役所、スタートアップ

推進室がやるべきことなのかなと考えております。また、住環境、生活のし

やすさ、教育環境、東京へのアクセス面といったところが、実はものすごく

つくばの都市としての強みではないかといったご意見を多くいただきまし

た。これらはスタートアップと切り離して考えずに、そこも含めて一緒に PR

していくことが一番効果的で、そういった面の PR は我々行政の仕事かなとい
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うところもございましたので、ディープテックの優位性に限らず、街として

の強みも含めて、今後スタートアップ支援、そして PR していくことが必要か

なと考えております。 

そういったいただいたご意見を踏まえて、改めてつくば市として何がスタ

ートアップ支援で必要かというところを整理したものが、資料５と６になり

ます。続けてご説明させていただきます。中間見直しの説明というところで、

つくば市がスタートアップ支援をする背景を再整理いたしました。先ほどご

説明したとおり、スタートアップ支援というものが 2022 年から５ヵ年計画と

いうところで国も含めて多く打ち出されてきている中で、余りにも多すぎる

支援メニューに流されるといいますか、引っ張られるところもあります。我々

はやはりスタートアップ支援をメインにする組織ではなく、つくば市民、企

業など、つくば市を街として良くしていく組織ですので、そこをもう一度考

え直し、つくば市の全体の基本構想であるつくば市未来構想からブレイクダ

ウンする形で考えさせていただきました。まちづくりの理念というのは、つ

くば市の最上位構想になりますので、我々スタートアップ推進室だけでなく、

各部門がこの理念に向けていくということがございます。その中で、つくば

市としてかなり特徴的なところで、挑戦者を応援するという中に、「イノベ

ーションを目指す挑戦者を応援し」という一文がございます。政令市ではあ

るかもしれませんが、一般的な基礎自治体でイノベーションを掲げていると

ころは、おそらくつくば市だけだろうと思います。挑戦者を応援するという

ところは、必ずしも研究者のみならず、色々な市民も含めた挑戦者と捉えて

おりますので、ここが１つのキーワードになってくるのかなと思っておりま

す。「目指すまちの姿」の実現には４つの項目がございます。我々のスタート

アップ支援は、４番目の「市民のために科学技術をいかすまち」というとこ

ろで、未来構想の理念を達成するための４つの大きな柱の中に科学技術とい

うものが入っているのは、つくばならではと考えております。ただ、こちら
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の都合上スタートアップ支援は４番目のところに入れていますが、スタート

アップ支援全体を見ると、３番目の「未来をつくる人が育つまち」といった

ところにもかかってくるのかなと考えています。ここでは、「課題の解決に

貢献するとともに、社会イノベーションを生み出すまち」というところで、

つくば市がそこに貢献していくという形で書いております。それをさらに細

分化した 2030 年の未来像というところで、多くの人材が集まってイノベーシ

ョン創出をする、研究成果を活かした新産業の創出や地域企業等における科

学技術の活用が進むなどがあります。やはり研究者がスタートアップするだ

けではなく、例えば、地域の地元企業が科学技術を活かす、これは研究機関

の知財移転、スタートアップとの共同研究、業務提携、そういったところに

も関わってくるかと思いますが、そういった色々な組み合わせが進むことに

よってイノベーションを生み出していくというのが、つくば市の大きなビジ

ョンとして描かれています。そういったところで、つくば市の強みというと

ころで改めて記載させていただいております。こちらは第１回の懇話会でも

お示しした、つくばの特徴というところがございます。第１回の資料で出せ

なかったところで、特許・実用新案数は、他と数を比べられないものの、つく

ばという狭い地域の中で国研がこれだけいるので、これだけ技術シーズがあ

るというところが見て取れます。第２回懇話会の後に最新の情報が発表され

たもので、森記念財団の都市戦略研究所が毎年公表している日本の都市特性

評価というものがあり、つくば市は総合スコアで第 10 位でした。細かい６つ

の指標の中で、経済・ビジネスと研究・開発で上位に来ています。新聞報道に

よるものですが、新規設立法人の登記割合という、いわゆるスタートアップ

と一般創業が出てくる数の割合が第２というところで、これまでの動きがこ

ういったところでも評価に繋がっているかなと考えております。また、総合

スコアを見ても、政令市、或いは歴史ある都市と比べて、新しい街のつくば

市が第 10 位に入ってきているのは、前回皆さんからお話いただいた生活環境
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の強みも表れているのかなと感じております。イノベーションを生み出す、

イノベーションを目指す挑戦者を応援するというところで、スタートアップ

支援をすることでどう活かしていけるかというところが、我々がこのスター

トアップ戦略、或いはそれに基づく事業を構築していく上で非常にポイント

になってくるかなと考えております。有名なシュンペーターのイノベーショ

ンの定義も引用させていただきました。企業者は、起こすではなく企てると

書いてあるのは、実際このように訳されているのでそのまま引用させていた

だいております。ですので、起こす起業家だけではなく、一般の会社の人も

上手くテクノロジーを使ってイノベーション起こせるという意味合いで、つ

くば市民全体に広がるようにこういった形を書かせていただいております。

そういった中で、これに基づいて考えてみると、銀行、いわゆる資金調達で

すとか資本といったところは、外部依存がかなり高めかなと思います。政令

市ではないつくば市の予算規模は、第１回の資料でもご説明したとおり大体

9,000 万円弱で、お金の面では難しいというところもありますし、スタートア

ップの補助金という面でも、必要なところへ必要な、できる限りのことをや

っているという状況になっております。まさにこういったところは、エコシ

ステムで金融機関との結びつきを強めるとか、JST、NEDO といった国のグラン

ト事業に繋がるような支援が、つくば市役所としては必要ではないかと考え

ております。アントレプレナーにつきまして、内部の強みといいますのは、

研究者が多いということです。第１回の資料で、働く人が 10 万人いた場合の

研究者割合の多さをお示ししました。これはつくばならではの強みかなと考

えております。また一方で、経営人材と言われる技術シーズを持たない人材、

いわゆるフォロワー人材が外部依存高めというのは、まだ我々もつくばでど

れだけいるか把握しきれていないので、こういった書き方をさせていただい

ています。やはりビジネス人材は、第２回の人材確保の議論でもありました

とおり、外から呼ぶ、或いはマッチングするなど、どういったことができる
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かは非常に大切になってきます。また、そもそも会社を立ち上げる人たちは、

資本政策などの経営に必要なスキルを学ぶ場が少ない、或いは学ぶ場が継続

してシリーズ化していないなどといったところもございますので、課題とし

て対応するチャンスがあるのかなと考えております。また、イノベーション

（新結合）というところでは、内部の強みということで、研究者もそうです

し、先ほどお伝えした特許ですとか知財といった技術シーズがございます。

ただ一方で、成長スタイルに縛られないというところが当然出てくるかと思

います。また、技術シーズと外部の企業者、いわゆるフォロワーを繋げる仕

組みがないというのが、今のつくばの課題かなと考えております。一部、筑

波大学さんの方でつくば MeetUp Day というものが 12 月に開催されます。こ

れは、筑波大学等の技術シーズを使って東京で開催しているマッチングイベ

ントです。スタートアップに限らず色々な共同研究もそうだと思いますが、

シーズと外部のものを繋げるつくば全体での取り組みがないかなと考えてお

りますし、逆にそういうところにつくば市がやっていくと、色々なイノベー

ションの種が生まれるのではないかなと考えています。 

以上を踏まえて、中間見直しの内容は資料５の見直しの項目と同じになっ

ておりますので、まとめてご説明させていただきます。まずスタートアップ

に対する期待について、これまでは、つくば市がスタートアップに何を期待

しているのかではなく、一般論的なスタートアップへの期待として記載して

いました。つまり、スタートアップ起点による支援をメインにやってきたと

ころがございます。しかし、何回も繰り返しているとおり、ここまでスター

トアップ支援が豊富でメニューも多様になってくると、つくば市はどうした

いのかという根幹部分が非常に大事になってきますので、つくば市がスター

トアップ支援をする背景として、未来構想に基づくイノベーション創出とい

う文脈で修正したいと考えております。 

また、２番目として、スタートアップの定義についてです。これもまた一



 

10 
 

般論になりますが、これまでは J カーブを中心にスタートアップ支援をやっ

てきました。ですが、これまで約 120 社の登録スタートアップを見てきても、

第２回の議論で石川委員からあったとおりスモールビジネス的な成長ですと

か、藤本委員からあったとおり様々な成長スタイルがあるという中で、成長

スタイルがどうこうというところではなく、イノベーション創出のためにど

ういったところが必要かの観点が必要かなと考えておりますので、あえて急

成長ですとか J カーブに近いような表現は変えていった方が良いかなと考え

ました。赤字で「研究成果や自ら開発したものを用いて社会課題の解決に挑

戦し、イノベーション創出への貢献を目指す会社」と書いております。一般

的なスタートアップの定義では中々見なれない文言ですが、何回も繰り返し

ているとおり、つくば市としてスタートアップ支援をやっていくための独特

の定義、再定義をして、改めて支援をしていこうと考えております。その中

で、非上場会社ですとか 10 年未満というところがありますが、下の２つは主

観によるものなので、削除しても良いかなと考えております。あえて標準産

業分類で主たる産業として E の製造業と G の情報通信業と赤書きで入れたの

も、ディープテックはほぼここに収まるので、ここを入れておくと今後の補

助金等の制度設計がしやすいのかなという理由によるものです。関連してス

タートアップの説明のところも、現状の図を出してしまうとどうしてもこの

図に縛られてしまいますので、削除する方向で考えたいと思います。 

また、SWOT 分析につきましては、これまでご意見があった都市としての能

力というところで、強みのところに入れさせていただいております。 

個別施策の重点化につきましては、８つあるうちの３つを選ばせていただ

きました。アントレプレナーシップのところと０→１のところをしっかりや

っていくという意味で、施策の１と２になります。また、イノベーションと

いうものは、色々な繋がり、結合する上で、スタートアップ関係者のみなら

ず様々なプレーヤーと繋げていくエコシステムと連携体制というところは、
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まさに公的なつくば市が持つ強みかなと考えておりますので、ここを重点的

に強めていくということで色をつけたいなと考えております。個別施策で今

回追加するものは、赤字で書かせていただきました。前回案として出した資

料と、ほぼ変わりません。前回の議論を踏まえて少し表現を変えております。

特に重点施策の起業、チャレンジ精神の醸成につきましては、第１回第２回

にあったとおり資本政策や出口政策を見据えた講座やメンター、アドバイザ

ー支援をスタートアップパークで継続してやっていきます。また広くアント

レプレナーシップを醸成していくという意味では、市の教育部門が実施する

アントレ事業と連動できる起業体験事業。簡単に説明しますと、学校ではフ

ィールドワークはありつつもほぼ座学と考えられますが、つくばスタートア

ップパークで夏休みや土日を利用して、実際にそこで物を作ったり、手を動

かしたり、模擬体験として何かを売ってみたりといった体験事業をセットで

やることで身につくものかなと考えておりますので、そこは教育部門と連携

していきたいと思います。そこはまさに、教育部門を持つ行政としてできる

強みかなと考えております。また、小中高生向けの先輩企業者の出前講座と

いうところで、熱い魂を持った企業家というのは、そのエネルギーが生徒に

伝わりやすいというところもありますので、こういった講演を積極的にやっ

ていく必要があるのかなと考えております。また、施策２の初期事業化の促

進について、こちらは先ほど申し上げた研究シーズと企業者を繋げる対面イ

ベントというものがございます。ここは市としてやるのは全くのゼロからに

なりますが、数多い研究シーズを活用してスタートアップをする人が１人で

も多く増えるためには、こういったイベントをやっていく必要があるのかな

と思います。全国的に見てもこうしたイベントは、大学ですとか、或いは JST

が行う大学見本市といったものはありますが、エリアとしてやっていくこと

は中々事例として見られないので、研究機関ですとか筑波大学など色々なと

ころと連携してイベントをやっていきたいなと考えております。実際の事例
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として書かせていただきましたが、過去に私のところにコンソーシアム会員

である国研の技術シーズを使いたいという東京の起業家がいらっしゃいまし

て、県の担当者と繋ぎ、その方は東京でその技術を上手く使ってスタートア

ップをしているという事例がありました。ですので、個別に探されている方

が多いですが、繋げる事業があると、東京でやりたい人、或いはつくばの外

でやりたい人が、国の研究機関や筑波大学と上手く繋がることがもう少し促

進されるかなと考えております。重点施策ではありませんが、コミュニティ

の醸成のところも、エコシステムと関連性がものすごく高いというところで、

こちらも先輩企業者とスタートアップ、企業候補生、学生との交流イベント、

つまり色々な人が交わるイベントをつくばスタートアップパークで実施して

いきたいなと考えております。最後の個別施策８ですが、これも筑波大学卒

業生やつくばで育った先輩企業者とは、私もすごく繋がりがありますので、

失礼な言い方かもしれませんが、そういった方を上手く巻き込んで、支援に

繋げていきたいなと考えております。また、何か施策を立てるためだけに登

録スタートアップにアンケートを取るのではなく、日常的にご用聞きといい

ますか、アンケートでは聞き取れない対面ならではの悩みなどを、データと

して蓄積していかなければいけないかなと考えておりますので、こういった

ところもやりたいと思っております。また、つくばの生活環境も含めた強み

の PR、情報発信。スタートアップパークのイベントは、どちらかというとス

タートアップ向けのイベントが多いいですが、先々週はスーパーシティのイ

ベントもありましたし、市の施策、或いは住環境も含めた幅広い PR を含めて、

スタートアップパークイベントでもやっていければなと考えております。つ

くばスタートアップジャーニーというスタートアップ支援一元化のサイト

は、これからコンテンツを詰め込んでいくところですが、そういったところ

でも PR 強化していきたいなと考えております。また、第２回の議論の中であ

った、色々なコミュニティが活動されている中で、そこを繋げるのもつくば
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市の強みかなと考えております。ここをスタートアップという切り口でやっ

てしまうと対象が限られてしまいますが、いわゆる挑戦者ですとか、アント

レプレナーといった切り口でやっていくと、NPO も含めて色々な方と繋がれ

る場になるのではないかと思いますし、考えもしなかった繋がりが新たなイ

ノベーションを生むというところも考えておりますので、そういったところ

をスタートアップパークでも積極的にやっていきたいなと思っております。

また、現在エコシステム・コンソーシアムを我々が運営させていただいてお

りますが、会員が年々順調に増えていて、活性化といいますか、組織を動か

していくというのも我々の役割かなと思っておりますので、担当者の顔が見

える繋がりを作っていきたいなと考えております。 

最後は、前回ご意見がありましたが、今回の中間見直しではなく、２年後

に策定が始まる第３期に向けての準備をしっかりやっていくというところ

で、あえて中間見直しにも明記していくというものでございます。スタート

アップの実態調査というのは、ほぼご用聞きかなと思いますが、常にどうい

った状態でどういったニーズがあるのかを、アンケートではないインサイド

の部分をたくさん集めて、そこから見えてくる課題に対してどうアプローチ

していくのかを、第３期に向けてやる必要があるかなと考えております。ま

た、スタートアップだけでなく、コンソーシアムですとかエコシステムの支

援機関とコミュニケーションをして、課題や行政に求めるものなども把握し

て、第３期に向けて検討していきたいなと考えております。 

資料５は、私が今説明したところに対する修正で、それを実際に反映させ

たものが資料７になります。私の方から申し上げますと、このスタートアッ

プの中間見直しをやるに当たって、０→１をこれまでやってきた中で、１→

10 ですとか 10→30 へ市としても繋げていく必要があるのではないかという

ことで、この懇話会をスタートさせていただきました。しかし、委員の皆様

からのご意見のとおり、つくば市だからできること、つくば市の強み、なぜ
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つくば市がそれをやらなければいけないのかというところは、少し恥ずかし

いですが、我々もしっかりと考えずにきでしまったのかなというのが、担当

者としての正直なところです。そういった中で、今回の懇話会で改めてつく

ば市の強み、市としてやることというのを明確にしてしっかりと土台を作っ

た上で、市でできないところはエコシステム、外部機関の皆さんに上手く繋

いでいくことが、つくば市役所として税金を使って事業をやっていく本当の

姿かなというところです。ですので、委員の皆さんお声がけさせていただい

た時点の最初の我々の考えていたところとは、方向性がかなり違うのかなと

いう気はしていますが、皆さんからいただいた率直な意見を我々も受け止め

て、改めて考え直した結果、こういった中間見直しが必要なのではないかと

感じて、ご提示をさせていただいているところです。 

事務局からの説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

３ 討議 

○座長 

はい、ありがとうございます。ただいまの事務局からの説明も踏まえて、

この後議論させていただければと思います。冒頭申し上げましたとおり、議

題１の第２回の意見概要と対応案と、議題２の中間見直しの内容を一括して

行いたいと思います。ご意見、ご質問等ある方は、挙手の上ご発言をお願い

します。よろしくお願いします。 

はい、髙橋委員お願いします。 

○高橋委員 

つくば市のこの基本計画に端を発して、改めて原点と強みをちゃんと絞る

というのは、大変良い方向性ではないかなと思いました。最上位構想のつく

ば市未来構想に、挑戦を応援するということをちゃんと書いてあること自体

に、改めて市民としてもそうかそうだったよなと思ったのと、屋代室長がお

っしゃったとおり、これを最上位概念に書いてある基礎自治体は他にないだ
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ろうという気がしますので、こここそ原点に置くという方向性はとても良い

のではないかなと思いました。あえて言えば、次のページの４つの未来像の

中で、まず４番の「市民のために科学技術をいかすまち」というところはも

ちろん強調すべきだと思いますが、屋代市長もおっしゃっていました３番の

「未来をつくる人が育つまち」のところ。これは子どものことだけではない

と思うので、大人も自ら行動する人が増える街を目指しているのではないか

なと思いますし、これこそがアントレプレナーシップそのものだと思います。

ですので、アントレプレナーシップそのものが溢れる街になりたいからスタ

ートアップを支援しているのであり、今回重点が０→１に寄っているのも、

単にイノベーションの社会実装だけでなく、新しいものが生まれるというと

ころに重点を置いている、この３番という原点も大事にしているからだとい

うところを強みに打ち出したら、さらに説得的であり、市長以下みんなが科

学技術に限らず挑戦を応援する街であり、だからここは強みだとなっていけ

たら、素晴らしいのではないかなと思いました。 

○座長 

ありがとうございます。まさに、ご意見をいただいて色々と考えた結果、

未来戦略から導けるというところで考えさせていただいていたところでござ

います。また、今あったように３番の「未来をつくる人が育つまち」ところも

引っ張った方が良いのではないかというご意見、まさにそのとおりだと思い

ますので、中間見直しの本文に入れてみたいなと思います。どうもありがと

うございます。 

はい、加々美委員お願いします。 

○加々美委員 

今高橋委員がおっしゃったとおりで、まちづくりのあり方のところから考

えていただいて、事務局の努力に感謝いたしますというところがまず１つで

す。その中で瑣末な点かもしれませんが、中間見直しの内容の最後に触れて
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いただいたところで、つくばにいる人を育てるとかスタートアップのところ

だけではなく、つくばにいる大学とか研究機関のご用聞きをやっていきまし

ょうという点はすごく良いと思います。皆さんご承知だと思いますが、つく

ば市にこれだけ大学、研究機関があるものの、やはりそれぞれ所管省庁が違

うなど、それぞれつくば市のためという目的に沿ったわけではないミッショ

ンを背負っても活動しているのだと思います。ですが、各機関それぞれが一

生懸命にスタートアップ支援とか研究者の創業支援をしているところではあ

るので、その方たちがそれぞれのミッションを持ちつつもつくば市のために

どういうことをしてくれるのか、そのためには何をつくば市がやったら良い

のかという点を埋めていくことは、まさしくつくば市がイニシアティブを取

ってやっていくべきところかなと思いますので、ぜひここを進めていただけ

ると、次の戦略を策定するときなどに何かしら手を打てると、つくばの良い

ところを市のためにより還元できるようになるのではないかなと思いまし

た。 

○座長 

ありがとうございます。おっしゃるとおりでして、研究所は色々と母体と

なる組織が違うところもあり、国としてのミッションを持って国研は存在し

ているというところもあって、中々つくばのためにとはなりにくいですが、

一方でせっかくつくばに所在していますので、つくば市民も含めて、いかに

して関係性を上手く作っていくかは、まさにおっしゃるとおりつくば市が音

頭を取っていくところだと思います。もしかしたらスタートアップに限らず、

もう少し広い視点で、産業も科学技術政策もそうかもしれませんが、そこの

関係作りはぜひ進めていきたいと思います。どうもありがとうございます。 

他にご質問ご意見等ございましょうか。大きい話でも結構ですし、今回追

加する事業といった細かい点についてもご意見頂戴できればと思います。 

はい、谷垣委員お願いします。 
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○谷垣委員 

今回ご用聞きというお話がありましたが、最近大学の先生とディスカッシ

ョンしていく中で、市として、日本全体も含めて、研究から生まれるスター

トアップ支援についてどう思いますかと聞いてみました。その時に、これま

でも経営人材やフォロワー人材と研究者人材のマッチングのお話もありまし

たが、お互いそれぞれ松竹梅がわからない状態ですごく困っているというこ

とを聞きました。お互いに松竹梅がわからない状態を繋ぐ橋渡し的な存在に、

つくば市のスタートアップ推進室という特徴的な部署がなっていければ良い

のかなと思ってお聞きしていました。そういう意味で、ご用聞きというのは

すごく良い取り組みなのかなと感じていました。 

もう１つ具体的なところとして、実際お話を聞いた大学の先生は、筑波大

学のつばさ事業に採択されている方でしたが、それを推進していくために普

段の論文のための研究ではなく事業化のための研究が必要になってくるもの

の、そこをやる学生が中々いない、見つけられないということを課題として

おっしゃっていました。それはなぜかというと、学生は基本的に卒論などの

論文を出さなければならず、そのための実験をしないといけないので、事業

のための研究を割り振れないということをおっしゃっていました。そこに関

して、事業のための研究にも興味がある学生、特に研究室配属になる前の１

年生、２年生などを巻き込んで行きやすい仕組みを作れたら面白いのではな

いかなと思っているところです。そういう意味で、登録スタートアップの中

で、このポジションの学生が欲しい、この部分の実験をできる学生が欲しい

といったことが書かれたプラットフォームサイトなどがあると、そこに学生

がアクセスしてマッチングしていく仕組みができて、コミュニティとしても

構築されていくのではないかなと思っています。筑波大学だからこそ、つく

ばで手を動かしてみたい学生とマッチングすることができたら面白いかなと

いうことを考えていました。 
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○座長 

具体的なアイディアも出していただき、ありがとうございます。最初の方

で松竹梅というお話がありましたが、具体的な何の松竹梅の話なのかをお伺

いしてよろしいですか。 

○谷垣委員 

そこに関して先生がおっしゃっていたのは、例えばその研究がどれくらい

すごい技術なのかが、フォロワー人材など研究をしていない人にとっては専

門用語ばかりでよく分からない、逆に研究者側からすると、経営者も色々な

方がいて、まだあまりやったことがないけど興味があるようなフェーズにい

る方だったり、これまで何回もスタートアップ支援をされてきた経営者だっ

たりもいると思うので、それぞれのレベル感が分からないというお話だった

と認識しています。 

○座長 

わかりました。ありがとうございます。自ら先生に聞いたお話をこちらで

披露していただき助かります。 

はい、藤本委員お願いいたします。 

○藤本委員 

色々話したことをすごく丁寧に盛り込んでいただいて、大変ありがたいな

と思いながらお聞きしていました。冒頭の方で、なぜつくば市がやるのかが

かなりはっきりしたというところは今回の一番のポイントなのかなと思いま

すし、だからつくばに行こうというスタートアップや関係者が増えるための

ポールが立ったと思いますので、これをはっきり出していく広報活動のとこ

ろを、これから期待したいなと思っています。今の流れで言うと、つくばだ

けに閉じない、ポールを立てつつもどう開かれていくか、どう連携していく

かが非常に重要になってくるかなと思っています。先ほど人材の話、研究の

話がありましたが、先日出席した新潟の学術会議で、まさに若手研究者の方々
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がその調査をやっていて、スタートアップをやって良かったかどうかの調査

です。研究の時間は減ったものの、とんでもないネットワークができて良か

ったという回答があったりするので、若手のチームとかも連携して、すでに

ある調査を取り入れながら、つくばで研究者とビジネスをどう繋げていくの

か、どうやってつくばにおける定義のスタートアップを勃興していくのかを

考えていただけると良いのかなと思っています。アントレ教育の話もありま

したが、これはどこもやっていると思うので、この先本当に必要なのは、ス

タートアップが生まれ育つところを、つくばでしっかり証明することで、そ

れができると良いなと思っています。感想になりますが、ありがとうござい

ました。 

○座長 

ありがとうございました。まさに藤本委員から前回色々と市がどういう方

向を目指すのかというご指摘いただいたことで、出てきた論点かなと思いま

す。 

菅谷委員お願いいたします。 

○菅谷委員 

すごく盛り込んでいただいているこの方針転換、ポールが立ったという表

現もありましたが、すごいなと思って聞いていました。今回手を挙げて参加

した立場の市民としての意見ですが、一番上にイノベーションを目指す挑戦

者を応援するということを掲げているので、市がスタートアップ支援をして

いるという活動自体が、もちろん市民もそうですし市民以外も含めて応援さ

れるべきだなと感じています。具体の話で、私ももしホームページだけで手

を挙げたかは分かりませんが、最初に屋代室長との繋がりがあり、スタート

アップパークに出入りをしていて、ちょっと参加してみたいと思って今回応

募させていただいた経緯もあります。ですので、税金で色々やっていくとな

ると、スタートアップの皆様からは制度的なものと見られがちですが、中に
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人がいて熱意を持ってやっていて、挑戦者を応援するまちづくりを目指して

いるので、自分たちのことも応援してほしいというような相互応援の空気感

はすごく大事だなと思います。この点で、皆さんもコメントされていた最後

の実態調査の部分について、企業に何か話を伺う場合は、なるべく対面であ

ったり、オフィスに行ったりということが非常に重要かなと個人的には思っ

ています。ですので、例えば１日５件オンラインでヒアリングするのであれ

ば、１日１件訪問してお茶でも飲みながらお話いただく方が、対面の場で出

てくる本音やぼやきなどに情報の宝もあると思います。こういう時代でも、

営業の現場ではどう頑張ってもオンラインは訪問の受注率を超えないらしい

ので、こういう調査に関しても、人と人が対面で会うことに色々な情報が眠

っているのかなと思いますし、また、１回対面で会うと、調査なども協力し

ようかなとスタートアップ側も感じると思いましたので、少し泥臭いお話か

なとは思いますが、そういう血の通った人同士のやり取りが大事だと思いま

すし、なおかつ市が応援されるような雰囲気になっていくのではないかなと

思いました。 

○座長 

ありがとうございます。まさにおっしゃるとおりで、市役所がスタートア

ップを応援する強みは何かを考えたときに、国のような大きい組織ではなく

市ができる１つとしては、顔が見える関係性を作るというところが非常に大

きいのかなと思っております。そういった中で、今菅谷委員からご指摘いた

だいたとおり、１件１件お伺いして、実際に顔が見えて、可能であれば腹を

割ったような意見交換ができるような関係性ができると非常に良いなと思い

ます。市が応援される側になるというのは、我々の側から言うのは難しいと

ころではありますが、一方で、私も前回からのご意見を伺っていて思ったの

は、どうしても行政は応援する側、スタートアップはされる側という、役割

分担ではないですが、両端に置いてしまうような関係性を想定してしまいが
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ちでしたが、そうではなく、お互いにお互いの良いところをきちんと伸ばし

合う関係性である方が、特にこのスタートアップという分野においては、重

要なのかなと思いましたので、なるべく市も皆様から応援されるような形の

取り組みができれば良いと思います。 

はい、西野委員お願いいたします。 

○西野委員 

各委員から出た意見と重なる部分もありますが、今回、市の方から 2030 年

のビジョンを軸にもう一度整理をし直していただいて、全体の方向としては

良い形になったと思います。座長からもお話がありましたが、スタートアッ

プ戦略は、産業戦略の一部だと思います。私も関係しておりましたが、つく

ば市は産業戦略も策定し、５ヵ年計画で進めております。つくば市の規模の

都市で、スタートアップ推進室を設置し、その戦略を公表して活動していく

という意義が、今回挙げていただいた市のビジョンで非常に明確になると思

います。産業戦略とスタートアップ戦略の違いの１つは、スタートアップ戦

略ではアントレプレナーシップが重要な要素である点と考えます。もちろん

産業、企業経営にも関連はしますが、スタートアップの支援活動では、アン

トレプレナーを育成する、アントレプレナーシップ教育を充実させる、とい

う市においても活動すべき重要な要素があるというのが、大きな特徴だと思

います。その観点から、単純な産業施策というだけではなく、アントレプレ

ナーシップ教育施策としての重要性も意識をして、特に第３期に向けて、纏

めていくのが良いのではないかなと思います。高校生向けの教育施策は県の

仕事だとは思いますが、小学生、中学生というのはより自由な視点を養い、

挑戦する心を形成する重要な時期になりますので、スタートアップパークを

使った夏休みイベントなども大変重要な施策になると考えます。そういう観

点から市でなければ出来ないことはまだまだたくさんあると思いますので、

検討、整理を進めて第３期に反映していただけると大変良いのと思います。 
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○座長 

ありがとうございます。第１回の議論で我々の方からもスタートアップと

いうのは市の雇用だとか産業にも関わるといったお話をさせていただいた一

方で、第２回では市がスタートアップで何を目指すのかというご指摘をいた

だいて、そういった中で産業政策とスタートアップ政策の大きな違いは、今

おっしゃったアントレプレナーシップという点が非常に大きいのかなと思っ

ております。今回、個別施策の１のところで、いくつか市の教育部門との連

携についても書かせていただきましたので、第３期に向けて取り組みを進め

ていき、その中で課題など反省点も踏まえながら、取り組みをより加速させ

ていければなと思っております。 

他にご意見ある方いらっしゃいますでしょうか。 

松長委員は議会対応で離席中とのことですが、もし吉田さん代理で何かお

感じなったことあれば、ぜひお願いします。 

○吉田（松長委員代理） 

松長に急遽対応が発生したため、欠席しております。申し訳ございません。

ご依頼いただきましたので、代理で意見を述べさせていただきます。 

前回、前々回と参加させていただきましたが、つくば市の取り組みが非常

に網羅的であり、茨城県もぜひ見習いたいと担当者として感心いたしました。

行政がベンチャーやスタートアップ支援に取り組むことは難しい面もあるか

と思いますが、つくば市は特徴的な施策を打ち出している印象です。 

また、藤本委員からもお話がありましたが、外部とのつながりを持ち、つ

くば市内にとどまらず広く連携していくことが重要だと考えます。例えば茨

城県内でも接点を増やしながら、それぞれの取り組みを連携させてエコシス

テムを構築できればと期待しております。 

今後の連携が楽しみである旨、担当者としてコメント申し上げます。 

○座長 
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ありがとうございます。ぜひ我々も、茨城県の素晴らしい取り組みで、市

としてもできるものがあれば、いただければと思いますし、逆に茨城県の方

も、もしつくば市の方でこれはというものがあればぜひ使っていただいて、

つくば市だけで閉じずに茨城県全域に良い取り組みを広げていければ良いか

なと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

はい、高橋委員お願いいたします。 

○高橋委員 

個別施策８に関して２つ思いつきをぜひと思いました。先ほど広報をこれ

から頑張っていかなければというお話も出ましたので、今チャットに入れさ

せていただきましたが、市役所の上から下まで、できればいずれは市民も、

このように語るようになったら、この広報はスタートアップ戦略にも効いて

くるだろうなと思ったアイディアです。例えば、つくば市のウェブサイト開

いたら、スタートアップではなく、未来構想の一番上の概念の挑戦を応援す

る、未来作るといったキーワードが出てくるような作りにして、結果、つく

ばに転入してきた起業家が何でつくばと問われて、挑戦を応援してもらえる

雰囲気は居心地が良いと答えるとか、或いは、スタートアップ企業に限らず

地域活動を始める人たちがこんな挑戦って良いよねと語るとか、或いは、最

後にはアントレプレナーシップ割引みたいなことを飲食店がやり始めて、挑

戦を応援する街だからと語るようなことが起きたら、すごく素敵だなと思い

ましたというのが１点。 

あと、個別施策８の認定メンター制について、先ほど谷垣さんが研究シー

ズとフォロワー人材の松竹梅のお話をしてらっしゃいまして、市がランク付

けするのは中々難しいかもしれませんが、認定メンターをレベル分けして認

定するのではなく、例えばコンソーシアムに入っている支援者たちは、手当

たり次第認定メンダー化していったら、繋がりとか相談とかのコミュニケー

ションが増えて、それこそがエコシステムだと思いますので、そうしてみて
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はいかがかなと思いました。以上２点追加で述べさせていただきました。 

○座長 

広報と認定メーターと具体的なアイディアいただきまして、ありがとうご

ざいます。広報については、担当とも色々相談してみたいと思いますが、こ

ういう街なんだよという外からも人を呼び寄せられるような仕掛けについて

の指摘は、実は他のところであったりもしましたので、その点とスタートア

ップのところを含めて、効果的なものができればなと思います。 

ありがとうございます。他によろしいでしょうか。 

本日用意しました議題は以上で終了でございまして、皆さんから頂戴しま

したご意見は、非常にありがたく思います。時間がまだ少し残っていますの

で、第１回から本日を踏まえて、或いは、その先も踏まえてでも良いですが、

懇話会のご感想などを一言ずつ頂戴できればなと思います。もしよろしけれ

ば、名簿順にお伺いをしたいなと思います。石川委員は本日欠席ですので、

加々美委員から伺ってよろしいでしょうか。 

○加々美委員 

改めまして、懇話会に参加させていただきまして、ありがとうございまし

た。私も、他の委員の皆様の発言などをお伺いして非常に勉強になりました。

つくばは研究機関が揃っていて、そこからスタートアップやビジネスを生み

出していく上で、少し足りないものがあるという話は、ある意味日本の縮図

だなと思っていて、スタートアップとかまちづくりの話でもありますし、１

つの研究機組織だけでなく自治体とか民間も巻き込んでいくソリューション

を作れると素晴らしいなと個人的に思っていたので、今回こういう議論の場

に参加させていただいたことを改めてありがたく思っております。こういう

ディスカッションに関わらせていただいたというところもあるので、私もで

きるだけつくばのサポートをさせていただきたいなと思っておりますので、

引き続きどうぞよろしくお願いします。 
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○座長 

ありがとうございます。小柴委員は最後にお願いしたいと思いますので、

次は菅谷委員お願いできますでしょうか。 

○菅谷委員 

改めて全３回、貴重なお時間いただき、個人的にはすごく学ばせていただ

いて、まずありがとうございましたというところをお伝えできればと思いま

す。それと個人的には、先ほどお伝えした内容が思いとしてはすごく強いで

す。税金でやっているとなると、SNS とかで俺らが払っている税金でみたいな

論調を見たりしますし、市の方々にもそういう情報はより届きやすくなって

いるだろうなと思いますが、個人的にはそういう考えが嫌で、せっかく好き

で住んでいる街で、今回であればスタートアップに尖って、色々組織まで作

ってやっていこうというところを、もっと応援される活動なり組織であって

ほしいし、私含めて今回参加している方々の役目としては、応援する仲間を

増やすことかなとも思っています。特に事業サイドでいうと、以前はスター

トアップの事業を見ていて、今は採用を手伝っているのですが、まず間違い

なく言えるのは、ヒトモノカネがないスタートアップがどうやって採用する

のかというと、条件ではなく夢と熱量しかないというのは、見ていて思いま

す。スタートアップに対して市が支援する、巻き込んでいくというところは、

市民を巻き込む意味でも、メニューがすごいというのも当然大事ですが、冒

頭に市のそもそもの構想を掲げるという話はすごくマッチしていると思って

いるので、そういう未来を強く語っていただきたいなというのと、そこに熱

狂を生んでいくことがこの活動の肝かなと思っていますので、個人的には応

援したいし、中に入って応援されたいという気持ちで、今後も関わっていけ

ればなと思っております。今回本当にありがとうございました。 

○座長 

ありがとうございました。高橋委員お願いいたします。 
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○高橋委員 

特にこの第３回、つくば市未来構想という最上位概念から持ってくるとこ

ろにまで辿り着いた事務局の皆さん、本当にお疲れ様でしたと思っておりま

す。改めて、つくば市未来構想の挑戦を応援する、未来を作るということを

掲げているには本当にすごいことだと思いますし、研究シーズがあるという

ことに加えて、挑戦を応援するという分かりやすい言葉で売りをし、住環境

や子育て環境なども合わせると、つくばのユニークな優位性を上手く売り出

せるのではないかなと思いました。挑戦を応援するというのは、逆に言うと

足を引っ張る人が少ないということだとも思います。つくば市に新しく入っ

てきた人たちはそういう気風が多いと思いますが、そういうところにまだ目

を向けたことの少ない方々も多いと思うので、このつくば市未来構想が、市

の本当のコンセンサスになって、挑戦が応援される街に名実ともになってい

ったら嬉しいなと思いますし、そうなったら、つくばのスタートアップの売

りはここですと本気で言えるようになると思うので、そこを強く期待してお

ります。とても楽しい議論、面白い、興味深い議論をさせていただきました

これからもよろしくお願いします。 

○座長 

ありがとうございました。次に谷垣委員お願いいたします。 

○谷垣委員 

まず市民委員として、特に学生として、今回の議論に参加させていただけ

たこと、とても光栄でした。私自身は高校生のときに、つくば市にスタート

アップ推進室という部署があることを知って、とても衝撃を受けました。市

役所はパスポートの申請などをする機関のイメージがあったので、スタート

アップ推進のために設けられた部署があるというのは、驚きでした。そこか

ら、現在こういった形で関わることができて、とても幸せでした。知識や経

験がない中で、学生として参加するのはとても不安でしたが、委員の皆さん



 

27 
 

や事務局の方々も受け入れてくださって、一緒にディスカッションさせてい

ただき、ありがとうございました。とても勉強になりました。私自身は、つく

ば生まれつくば育ちで筑波大学と、ずっとつくばにいて、つくばに愛着あり、

ある意味つくばという街にこだわりを持って住んでいますので、これから世

界でつくばの名前が研究都市としてすごく有名になり、ブランドを持つよう

になったら良いなとずっと思っています。今は研究発表でつくばと聞いてピ

ンと来てくださる研究者はあまりいませんが、つくばってあそこね、すごい

ねと言ってもらえるような街にしていきたいなと私個人として思っていると

ころなので、この場を通してそのための考えを皆さんと一緒に深めることが

できたなと感じています。ありがとうございました。これからもよろしくお

願いいたします。 

○座長 

ありがとうございます。学生という枠で入っていただきましたが、非常に

素晴らしいご意見をたくさん頂戴し、本当に感謝しています。 

続いて、西野委員お願いいたします。 

○西野委員 

今回委員に入れていただき、感謝申し上げます。今回の懇話会で委員の皆

様のお話、ご意見を色々聞く機会をいただき、様々な立場の方の意見を聞く

ことの大切さと改めて感じました。先ほど少し話がありましたが、私たちも

学内ではスタートアップ創出の「つばさ事業」を実施し、地域に向けて BizDev

講座などを開講しております。また、学外に公開するつくば MeetUP Day です

とか、ベンチャーシンポジウムなども開催しておりますが、私たちの見方で

検討し、大学としての立ち位置、観点で議論してしまっているというのを、

改めて皆様の意見を伺って感じました。私たち大学も、色々な形で皆様にお

世話になっているのを実感しています。学生が主体で実施しているスタート

アップウィークエンドという活動に、マカイラの高橋さんにご協力いただい
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ているというのを最近知りました。改めて御礼申し上げたいと思います。こ

の活動は学生主体でやっているので我々はほとんど関わってはいませんが、

引き続きご協力をお願いしたいと思います。 

今回の懇話会で私自身も気づきを得た点もありました。昨年、つくば市の

産業戦略の策定にも関わらせていただき、色々な細かいデータを見ながら、

つくば市の産業構造の特徴ですとか人口動態などを見ながら議論しました。

今回話に出た、つくばは住みやすい、住環境が良い、教育環境が良い、子育て

がしやすいというのが、スタートアップの関係者にとっても魅力であるとい

う話しをうかがい、本当につくば市の特徴なのだなと改めて感じました。そ

ういう良い特徴が醸成できてきたのは、市がそれに沿った行政施策をしてき

たというのもありますし、語弊があるかもしれませんが、研究学園都市とし

て意識高い方々が集まり住んでいる街だからではないかと思います。ぜひそ

の特徴をさらに活かして、つくば市を好きになってもらえる、応援してくれ

る人が増えるような街になっていくのが大切なのだと思います。引き続き市

にリードしていただいて、私たちも、私たちの立場で尽力していきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○座長 

ありがとうございます。藤本委員お願いいたします。 

○藤本委員 

皆さんありがとうございました。割と好きなことを言わせていただき、取

りまとめの皆さんにはご迷惑をおかけしたかなと思っていますが。世界のエ

コシステムを回っていて、日本の強みはもっと外に出ていって然るべきだと

思っているのと、みんなが同じことをしても意味がないので、中にいるだけ

では分からない地域の強みを、こうした懇話会で中から外から色々な人の意

見を聞いて見出していくことは、とても重要なのではないかなと思っていま

す。先ほど谷垣さんがおっしゃっていたように、つくばってすごいというこ
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とを私も外でもっと言いたいと思って聞いていました。最近行ったオスロな

どのスカンジナビアのサイエンスパークは、街と大学とサイエンスパークが

一体化して産業作ってくということやっていますが、これはつくばが一番の

中も走りといいますか前がやっていると思うので、それをちゃんと外に出し

てくことと、スタートアップだけでないイノベーションという上位概念を地

域にちゃんと落として地域の発展に繋げていくことを、つくばがお手本とな

ってやっていけると良いかなと思っています。海外はもちろん、国内の方で

も、だからこの地域は強いというところをしっかり PR できると良いので、こ

れからの活動が一番重要だと思います。れからもぜひ応援できればなと思っ

ています。本当にありがとうございました。 

○座長 

ありがとうございました。茨城県の吉田さんはいかがでしょうか。 

○吉田（松長委員代理） 

先ほどの意見の際にお話しした内容と同様です。 

○座長 

分かりました。ありがとうございます。では最後に小柴委員から一言いた

だければと思います。 

○小柴委員 

このたび、専門家としての意見を求めていただけたことを大変ありがたく

思っております。独善的ではなく開かれた姿勢を強く感じました。行政の取

り組みは多様な市民の声を踏まえる必要があり、そこに難しさがあると理解

しております。しかし、あらゆる意見を等しく取り入れようとすると、結果

として誰の思いも十分に反映されないおそれがあります。その点、今回の事

務局には明確な意志を感じますので、ぜひ「皆様が実現したいつくば市の将

来像」を突き詰め、共有していただきたいと存じます。次世代に引き継がれ

る都市としてのつくばをともに築いていきたいと考えております。 
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○座長 

ありがとうございました。 

最後に私から、改めてお礼を申し上げたいと思います。３回にわたりご意

見いただきまして本当にありがとうございました。先ほど事務局からもお話

がありましたが、我々が最初に持っていた考えとしては、０→１のところを

結構やってきているので、１→10、10→30 をどう作っていくかを念頭に置い

て議論を始めさせていただきました。皆さんから色々とご意見いただいた中

で、個人的に非常に考えさせられたと思うのは、市としてなぜスタートアッ

プ戦略をやっているのか、市としてどういう方向を向きたいのかという点で

す。これも先ほども少し述べさせていただきましたが、やはり公的なセクタ

ーは税金でやっているのだからというような声もある中で、我々が何をした

いかよりも、我々は何ができるのか、どういった困りごとを解決するのかと

いうところに目が行きがちというか、行き過ぎているところもあるのかなと

思いました。スタートアップを取り巻く人たち、スタートアップになろうと

いうアントレプレナーシップに溢れている人たちのことをよく考えてみて、

我々はそういう人たちに対してどういったことをしたいのか、どういった方

向に持って行きたいのかを考えてみると、やはり市としてどういう方向に持

って行きたいのか、先ほどお互いに応援し合うというような話もありました

が、市とスタートアップが同じ目線に立ってお互いにできることをしたいと

いうようなまちづくりをすることが、非常に重要なのかなということを改め

て気づかせていただきました。それが私にとっても大きな学びでしたし、結

果として、最初に考えていた１→10、10→30 ではなく０→１をしっかりやっ

ていく、アントレプレナーシップを市全体で進めて挑戦する人たちを応援す

るという、原点に立ち返って改めて戦略を見直すことができたのかなと思い

ます。拙い進行で大変恐縮でしたが、３回にわたり皆様から非常に貴重なご

意見いただきまして、本当に感謝しております。どうもありがとうございま



 

31 
 

した。 

では進行を事務局にお返ししたいと思います。 

６ 閉会（14:40 終了） 

○事務局 

皆さん、全３回ありがとうございました。先に事務的なお話をさせていた

だいた後に、私も感想を少しだけ述べさせていただければと思います。 

事務的なお話としまして、この後の作業ですが、まず第３回の議事録確認

ということで、これまで同様に皆様にお願いをいたします。また、今回出た

意見を踏まえて中間見直しのパブリックコメントに出す最終版を作成します

が、内容の確認というよりも、これで出しますという報告になりまして、メ

ールで皆さんにお送りします。その後 12 月にパブリックコメントを実施予定

で、そこで出た意見を踏まえて必要に応じて修正という形で、最終的に決定

という形になります。 

感想としましては、私自身、スタートアップ支援が今年度で７年目になり

ますが、これまで繋がってきた色々な方とのコミュニケーションですとか、

NEDO の SSA での研修を通じて、自分自身も客観的に見て知識ですとかノウハ

ウがついてきたかなという状況だからこそ、逆にスタートアップ起点の支援

とは何かといったところに寄っていってしまっていたのかなというのは、今

回の懇話会で一番気づかされたことでした。その時に、皆さんから率直な意

見をいただいたことはすごくありがたかったですし、正直我々も迷いながら

やっている中で、ミッション、ビジョン、バリュー、或いは存在意義は何かと

いう、原点に立ち返ることが大事だったのではないかなと思います。つくば

もこれだけ注目を浴びて、私も経産省のインパクトスタートアップの委員に

選ばれたりして、どこか足元が見えていなかったところもある中で、やはり

市として本来やるべきところはしっかりやっていくことが、結果としてスタ

ートアップの支援に繋がっていくのかなということを再認識しました。です
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ので、藤本委員もおっしゃるとおり、これをベースに何をやっていくかが大

事になりますし、しっかりやっていきたいと思います。懇話会自体は今年度

で終わりますが、委員の皆様には任意で経過報告などで我々の方から直接ご

連絡をさせていただきたいなと思っております。本当にありがとうございま

した。 

以上をもちまして、第３回懇話会を終了とさせていただきます。長い間あ

りがとうございました。 

以上    
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第２回つくば市スタートアップ戦略策定懇話会（中間見直し）　意見要旨と対応案　※質疑形式の意見及び他者と同じ意見は割愛 【資料４】

委員 意見要旨 市の解釈 市の対応案

1 藤本

エクイティ調達をするからスタートアップとは思っていませんが、色々な文献
でスタートアップとは急成長するものであるという定義があったときに、今の
話でスモールビジネスも含めてしまうと、スタートアップの議論のところで本
当に何の運用をするのかという、そもそも論の話になってしまうと思っていま
す。ですので、エクイティ調達でなくとも彼らがどういう成長カーブを描こうと
していて、それをどのように支援するから、私たちがこういう議論をするとい
うところに行かないと、データは取ったもののよく分かりませんとか、プッシュ
はしたけど回答が来ないのだとしたらデータとしての意味がなくなってしまう
ので、データの有効性をしっかり取るというところは是非やっていただければ
と思います。でないとこのデータを基にディスカッションすることに意味がな
くなってしまうということを非常に懸念しています。

スタートアップの成長スタイルは多種ある中で、市の支援としてはどこに
フォーカスするのか、それがないと議論の焦点が合わない。

■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

2 小柴

テクノロジーの恩恵を受けるということスタートアップ政策で解決するべきな
のかというところが１つとしてあります。街を盛り上げる何というところで、何
をもって盛り上げるのか、何をPRするのかというのは幾つかあるような気が
していて、それは複数を一緒に追える戦略なのか、それとも１つにフォーカス
をした方が良いのか。もしKPIが複数あるのだとすると、スタートアップの定
義であれもこれもとなっているかなと思っていて、明確にゴールを追及でき
るような戦略を１つ置いてそれを徹底的に追求する方が、分かりやすいし、進
捗も分かりやすいし、この方向じゃないのかなと思ったときにピポットが効き
やすいのかなと思います。

つくば市でスタートアップを支援する理由。つくば市としてどういう街になり
たくてスタートアップ支援をしているのか。それによっては、スタートアップの
定義が変わってくるかもしれない。

【再掲】
■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

3 石川

今回のアンケートを見ても、例えばバイオ、ロボット、宇宙など、比較的資金調
達をしやすいスタートアップがある一方で、私どものような研究開発型のもの
ですと、資金調達するのが難しかったりとか、技術の良さを理解してもらえる
までが大変であったりということがあるので、一括りに同じような政策、対応
をしていくのではなく、研究開発型のスタートアップと、比較的資金調達しや
すいスタートアップというのは、分けて考えてもいいのかなと思っております。
特に研究開発型の方が、つくばは多く、海外において有名な技術を保有してい
るところもございますので、そういった最先端の技術を海外に展開していくこ
とを狙っているスタートアップもつくば市としてサポートをしていくと良いの
ではないかと思います。

研究開発型スタートアップと比較的資金調達しやすいスタートアップ（SaaS
系）というのは、分けて考える。その上で、つくばは研究開発型の方が多いの
でそこにフォーカスした支援をしっかりと打ち出す（例：海外展開支援）。

■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

4 加々美

結局、このスタートアップ戦略の中で何をメインターゲットにしたいのかいうと
ころだと思うのです。研究開発型ベンチャーでも資金調達して伸びていくとこ
ろもあれば、SME型になるところもあります。研究開発型でなく、もう少しラ
イトに伸びていくスタートアップもあるという中で、それぞれに対して必要な
支援施策は異なってくるので、それを念頭に置きながら施策を議論していか
ないと、皆さんの議論がバラバラになってしまうのではないかという気がしま
した。
そことは離れて０→１の基盤部分をどうやっていくのかという議論の２つなの
かなと思いました。

【再掲】スタートアップの成長スタイルは多種ある中で、市の支援としてはどこ
にフォーカスするのか、それがないと議論の焦点が合わない。

０→１の基盤部分をどのように支援していくのか。

【再掲】
■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

5 高橋

３点申し上げさせてください。１点目は事務局と座長へのご質問でもあるので
すが、今回のアンケートの回答率が３割弱かつ、その中身があまり分からない
ので、これに引きずられすぎてはいけないと思う一方で、開業前後のギャップ
の設問で、「資本政策」「エグジット戦略」「人材採用」「PMF」という４つの課題
は、この辺りのきめ細やかな支援によって０→１の質を上げることが大事とい
う前回の議論と整合的には見えます。回答の中身を見れば回答者がどういっ
た企業かある程度推測できると思うのですが、この４点を抽出するに当たっ
て、回答者の偏りの有無を事務局でお感じになっているかどうかが１点目の
質問です。もしそうであるならば、この４点を今回の中間見直しのポイントとす
ることで本当に良いのかを確かめるためにも、第３回までにもう少し良質なサ
ンプルでの回答が欲しいなと思います。

０→１の基盤部分（特に４つの事項）の質を上げていく。ただし、サンプル数は
少ないのでこの４点で良いのかどうかは要検討。

【再掲】
■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

6 菅谷

このデータから読み取れる部分で、仮に回答者が、程度の差はあれ急成長を
目指しているという前提になったときに、展望としてそもそもIPOやM＆Aを
する気がないという13社のうち９社が勉強不足で資本政策を知らなかったと
いうのは、個人的に気になりました。知っていたらやりたいが、知らなくてやる
気もなく始めてしまった方たちだったとしたら、知る機会であったりとか、そ
もそも資本政策はいつ考えるべきなのかといったところは、分かりやすく支援
はできるのかなと思いました。資本政策について学び不足だったのか、学んで
いたとしても目指さないのかで話は別なので、どういう方々の回答だったの
かなというのは少し気になりました。

アンケート結果をそのまま読めば、資本政策の学びの場は必要となる。 【再掲】
■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

7 藤本

私たちがスタートアップ支援という言い方をするので、スタートアップがやり
たいこと、困っていることを支援するということを言いがちなのですが、私た
ちも含めて考えなければいけないのは、つくば市が何をしたいのか、だからこ
ういうスタートアップを応援するんだという、つくば市側のスタンスを決めな
ければいけないと思っています。全部のスタートアップは救えないという前提
で、何を増やす、何を支援するというところを決めないと、税金を使ってやる
意味がなくなってしまうのかなと思っています。

市の事業（支援）であるため、スタートアップ側が起点ではなく、市側が何をや
りたいのかが起点になるべき。

■中間見直し
市として何のためにスタートアップ支援をやるのかを再確認し、その上で、そ
のために必要な施策を打つためのスタートアップの定義付けなどを見直す。

8 加々美

アンケートでスタートアップ全てが満足するものやれば良いのではなく、どう
いうものを作りたい、どういうケースを増やしたいといったことをある程度意
図的に作っていかなければいけないと思うので、自分たちの作りたいものや
課題に当てはまりそうなスタートアップから遡りをしていった方が良いと思っ
ています。

市の事業（支援）であるため、スタートアップ側が起点ではなく、市側が何をや
りたいのかが起点になるべき。その上で、足りない部分や課題と思われるとこ
ろをスタートアップ側からアプローチしていく。

【再掲】
■中間見直し
市として何のためにスタートアップ支援をやるのかを再確認し、その上で、そ
のために必要な施策を打つためのスタートアップの定義付けなどを見直す。

9 西野

スタートアップに御用聞きをするスタンスでアンケートを取ってもあまり意味
がないと思います。また、たくさんアンケートを取ったから何かすごいことが
見えてくるわけでもない気がします。今回は中間見直しですので、このアン
ケート結果と今までに市が確認されてきた種々のデータから、これまでの第２
期の活動を振り返って今後の重点活動ポイントなどを考察されるのが良いの
ではないかと思います。
それともう１点なのですが、市としてこの戦略の実施によって何を目指してい
るのか、どういうことを望まれているのか、私も気になります。単にスタート
アップを支援するばかりではなく、スタートアップと行政の間で何らかのエコ
システムを作っていくことを目指されているのではないかと思います。

今回のアンケートによるスタートアップ起点の課題抽出だと第２期戦略の中間
評価には向かない。これに加えてこれまでの市のデータなども踏まえると良い
だろう。
【再掲】市の支援としてはどこにフォーカスするのか。

【再掲】
■中間見直し
市として何のためにスタートアップ支援をやるのかを再確認し、その上で、そ
のために必要な施策を打つためのスタートアップの定義付けなどを見直す。

10 谷垣

民間企業が行っているマッチングイベントがあるとお聞きしましたが、そこに
来るのは、どちらかというとフォロワーよりCEO的な動きをしたいと思って
いる人たちが多いという印象があって、民間企業がやるマッチングももちろん
大いに意味があると思いますが、大学として情報提供をして、そこから情報を
拾って動いていくような人たちとのマッチングもできてくると、つくばの中で
のエコシステムという意味では、すごく有意義なのかなと思いました。

人材確保にフォーカスするならば、筑波大学との連携も有意義ではないか。 ■第３期に向けての準備
人材起点で考えると、つくばにどんなスタートアップがいて、どんな人材を求
めているのかが学生側にも見えるようにする。
（生活面でのPRも含めて見えるようにしていく）

11 小柴

半数近くが資金調達を考えていなくて、一部はそもそも知識がなかったとあり
ますが、それが現実かなと思います。大学の頃とか、20代前半の頃とか、東京
にいるかつくばにいるかは関係があるか分かりませんが、資金調達の話に触
れる機会あまりない人が多いのかなと思います。そうしたときに、そこの教育
はバリューがあるのではないかと思いました。

【再掲】アンケート結果をそのまま読めば、資本政策の学びの場は必要となる。 【再掲】
■中間見直し
成長スタイルが多様にある中で、そのすべてを市が支援することは様々なリ
ソースを踏まえると現実的ではない。また、特定の成長スタイルを戦略的に絞
り込むことも約１２０というスタートアップの母数を踏まえても分析が難しい。
よって、第１回、第２回の議論でも出ているとおり０→１の支援において、特に
研究開発型スタートアップが備えるべき基礎事項をしっかりと学べる環境づく
りに注力していく（すでに筑波大BizDev講座などがあるので、連動性を持た
せることや、つくばに縁のあるスタートアップ関係者を講師として呼ぶことも）
ことに言及する。

12 高橋

市として何を目指すのかのお話で、中間見直しの性格上、どうやっても総花感
が増すということがあるかもしれませんが、ここはあえて、基本方針１の施策１
から５、基本方針２の６から８の中で、特に強化したいところを絞ってみてはど
うかと思います。これは私個人の意見ですが、私はやはり０→１重視でいくべ
きと思っておりますので、起業、チャレンジ精神の醸成と初期事業化の促進
に、特に重点を置くべきと思いますし、それを踏まえた上で、つくば市はそこ
に重点を置くという姿勢をPRしてみてはどうか思います。

８つある施策の重点化をしてみてはどうか。 ■中間見直し
重点化するところを選別する



13 西野

原点に立ち返る（そもそも論）の議論は、時間が許される範囲でしていくのが
良いというのが私の意見ですが、委員それぞれお考えが違うと思いますので
統一した見解に纏めるのではなく、第３期の戦略を市が作っていくための下
準備としての位置付けでよいのではないでしょうか。参考意見として、今回
我々の意見を汲み取っていただいて、第３期の戦略を作っていくための検討
課題を明確にするという位置付けで、意見を聞いていただくのが良いのかと
思います。
２点目は、今回の中間見直しでご提示いただいている施策案についてです。総
花的と言えばそうだとは思うのですが、行政の施策としてはある程度の網羅
性が必要と考えます。例えば海外からの人材確保などは、必要な場面が多くは
ないのかもしれませんが、そういう施策も残しておくことは重要と思います。
ただ、他の委員の皆様の意見とも重なりますが、今回の中間時点で今後の活
動の中で重点を置くのはどの施策で、また、新たにこういう施策を加えました
ということを分析結果から纏めるのが良いと思います。

中間見直しは第３期戦略（２０２７年度策定、２０２８年度スタート）に向けての
下準備としてはどうか。
【再掲】行政の計画はある程度網羅性が必要となるが、一方でその中でも重点
的に取り組むことを設定してはどうか。

■第３期に向けての準備
各委員の意見で引き続き検討が必要なものは第３期の策定に向けて継続して
いく。
■中間見直しに組み込む
施策の重点化は中間見直しに組み込む

14 菅谷

先ほどのアンケートになりますが、エンジニア、CFO、CXOが苦戦するという
ことは理解できますが、２位と３位が営業と事務でした。これはつくばという
土地上の要素がどれくらいあるか分かりませんが、単純に人がいないという
レベルのニュアンスなのか、本当にここに困っているというニュアンスなのか
にもよるものの、営業と一般事務で課題として困っているというのは、シンプ
ルにちゃんと採用していないか、手法をそもそも知らないレベルの話かなと個
人的には思っています。

アンケート結果について、その課題を深堀していくことで取るべき施策が見え
る。

【再掲】
■第３期に向けての準備
人材起点で考えると、つくばにどんなスタートアップがいて、どんな人材を求
めているのかが学生側にも見えるようにする。
（生活面でのPRも含めて見えるようにしていく）

15 藤本

これができるからつくばが良いというのをもう少し明確化できると良いと
思っていました。皆さんがスタートアップは東京にと言うのはそうだと思うの
ですが、今世界中のエコシステムを見ていても、その限りではないという感じ
はしています。みんながみんなシリコンバレーにはいないですし、ニューヨーク
にもいないですし、インディアナポリスやジョージア、ブラスチラヴァといった
ところでそれぞれエコシステムを作って発信して、だからそこに人を呼ぶ、そこ
のスタートアップが成長するのを支援するということをやっているので、なぜ
つくばなのかをもう少し明らかになってくると良いなと思っています。
なぜその国に行かなきゃいけないのか、都市に行かなきゃいけないのか、そこ
に行くとどんなメリットがあるのか、ということが非常に明確になっていると
いうところと、それを成長で返すから行政の方もしっかりサポートするとい
う、お互いのパートナーシップがしっかりできているなという感じがしていま
す。

【再掲】つくば市でスタートアップを支援する理由。つくば市としてどういう街
になりたくてスタートアップ支援をしているのか。それによっては、スタート
アップの定義が変わってくるかもしれない。

■中間見直し
これまでは「スタートアップ」の定義やつくば市の特徴である研究開発型スター
トアップの起点で施策を考案してきた。見直しにおいて、市の事業であること
を考慮し、何のためにスタートアップ支援をするのか、世間一般論ではなく「つ
くば市」として何のためにやるのかを明確にする。

16 石川

私が実際、研究開発型ベンチャーをやっていたときに一番困ったのは、エンジ
ニアの採用でした。つくば市は求人が多いので、国研とかと取り合いになって
しまって中々優秀なエンジニアが見つからないという状況がありますので、つ
くばに来れば、優秀なエンジニアが沢山いるとか、或いは特化した技術開発が
できるというようなブランディングができてくると良いのではないかと思い
ました。そういう意味では、今ちょうど議論になっていると思いますが、つくば
でベンチャーを創業する時に、テクノロジーの研究開発の分野においても、こ
こがメリットというところが見えてこないなという感じを受けています。
つくばのエコシステムで人材交流に重点を置くのであれば、エンジニアが集ま
りやすい環境というところも検討課題に入ってくると良いかなと思います。

採用で一番困ったことがエンジニアの採用。人材交流に重点を置くのであれ
ば、エンジニアが集まりやすい環境というところも検討課題に入ってくるとい
い。

【再掲】
■第３期に向けての準備
つくばにどんなスタートアップがいて、どんな人材を求めているのかが見える
ようにする。
また、これらのPRにおいて、つくばの強みである住環境や教育環境などを併
せてPRしていく。

17 高橋

シーズを持っている技術系の人材、前回も話になりました各種の経営人材と
言われるCXOクラスの人、スタッフクラスの人たちに、つくばで起業するとこ
んな良いことがあるというところを、例えば挑戦することもできれば住環境は
じめその他の環境も良いなど、両方とも欲張りにできるということをアピール
すべきと思いました。ただ、このキャッチフレーズだけでは説得力を持たない
ので、ステージ別、目指す成長のペース別、或いは、こうした横軸と縦軸として
の人材の類型化を整理して、今どんなポテンシャルがつくばにあるのかという
ことと、それぞれにどんな支援策を用意しているのかというのを、整理して
しっかり見せた上で、挑戦も暮らしも両方といったPRをしていくべきと思い
ました。

人材を求める場合、求める側の情報を細かく分かりやすくしていくことが必
要。加えて、市の支援策と住環境などのつくば市の強みも一緒に伝えていくこ
とが必要。

【再掲】
■第３期に向けての準備
つくばにどんなスタートアップがいて、どんな人材を求めているのかが見える
ようにする。
また、これらのPRにおいて、つくばの強みである住環境や教育環境などを併
せてPRしていく。

18 高橋

つくば市民に対してのPRも非常に重要だと思いまして、これらがもし上手く
行ったら、どんどん面白い人が入ってきて活性化するという土壌文化を楽し
める街になると良いなと市民としても期待していますので、こんなストーリー
が打ち出せたら非常に面白いなという意見です。

スタートアップ文化やアントレプレナーシップ文化を醸成していくためには市
民へ伝えていくことも必要。

■中間見直し
市民向けの情報発信の強化を明記する

19 高橋

スタートアップ・エコシステムは、お金だけでできているわけではなく、行政、大
学、研究機関、企業、スタートアップ自身、投資家がしっかりと繋がっているこ
とであったり、先ほど他国の事例で紹介されたスタートアップ同士の繋がりで
あったり、他の色々なプレーヤー同士の繋がりであったりといったことが大事
だと思います。ですので、市が巨額のお金を投じる必要はなく、基本戦略の中
で言えばコミュニティの醸成のところになりますが、色々なプレーヤーと話が
できて、その人たちの繋がりを下支えできる人を、市の中にも周辺機関の中
にも増やしていくことが、市民と企業に最も近い位置にいる市がやるべきこと
だと思いますし、そこから色々なものが生まれてくると思います。そういうこ
とを市には期待したいです。

エコシステムやコミュニティの醸成など、様々なプレーヤーや組織を繋げられ
るのは市の役割である。

■中間見直し
エコシステムの醸成を強化することについて、中間見直しにおける重点化のひ
とつとする

20 菅谷

つくばに住んで自分のビジネスをやっている方や、東京のスタートアップの人
たちと話をしていて感じるのは、ビジネスに魅力がある以外の理由が圧倒的
で、例えば住居などが強みだなと思います。

住環境などビジネス面以外の強みもPRでは必要 【再掲】
■第３期に向けての準備
つくばにどんなスタートアップがいて、どんな人材を求めているのかが見える
ようにする。
また、これらのPRにおいて、つくばの強みである住環境や教育環境などを併
せてPRしていく。

21 谷垣

私は自己組織化という自然現象が好きなのですが、雪の結晶もその１つで、塵
や埃を核にしてそこに勝手に水分子が集まって綺麗な構造物ができる現象
で、自己構築とも呼ばれます。そのような動きは、つくばというフィールドだか
らこそできるのではないかと思っていて、それが起こるためのふわっとした環
境作りや、トリガーをばら撒いていくといったことができれば、市としてはすご
く良いのではないかと思っています。そういう意味で、今日の議題でも個別の
マッチング、人材のマッチングというお話がありましたが、同時にコミュニティ
構築の文脈も含めて話をすることが大事なのではないかと思います。箱とし
て用意しておくというイメージですが、このフィールドにいる人たちは、それぞ
れの囲いはありつつも、同じつくばという街で一緒に動いていくメンバーであ
るという帰属意識、コミュニティ意識みたいなのを持てるようなイベントの開
催の仕方などを想像していました。そういう場があると、学生の感覚ではすご
く動きやすいような印象があります。

つくばというコミュニティへの帰属意識、エコシステムへの帰属意識が持てる
仕組みづくりがあると学生が参加しやすくなるのではないか。

■中間見直し
エコシステムの醸成を強化することについて、中間見直しにおける重点化のひ
とつとする



第２期つくば市スタートアップ戦略（中間見直し）の項目 【資料５】

No
現行版
ページ

見直し版
ページ

箇所 見直しの内容 理由

全体の方向性 中間見直しする部分と、第３期戦略の策定に向けて準備していく部分に分け
る。

２年後に第３期戦略を策定するため、今回は事業レベルの見直しは重点施策を
中心にし、それ以外は次期に向けてスタートアップにヒアリングをするなど、
データ収集に力を入れていく。

1 3 3
スタートアップに対する期待 つくば市がスタートアップ支援をする背景 一般的なスタートアップ支援の必要性ではなく、つくば市としてのスタートアッ

プ支援の必要性を記載することで、施策検討の拠り所となる。

2 4 4

スタートアップの定義 「新たなビジネスモデルを開拓し急成長を目指す会社」
↓
「研究成果や自ら開発したものを用いて社会課題の解決に挑戦し、イノベー
ション創出への貢献を目指す会社」

急成長できるスタートアップはSaaS系などに多く見られ、研究開発型は時間
とお金がかかるため、馴染まない。スモールビジネス系など数パターンの成長
スタイルが見られること、及び市がスタートアップ支援する背景を見直すこと
へ合わせるもの。

3 5 5
スタートアップと一般創業 削除　又は　数種類の成長スタイルで例示する 上記と同じ

4 6 6
上位計画等との関連図 最新情報に更新する 定例的な見直し

5 15 15
図５　国内外組織との連携 最新情報に更新する 定例的な見直し

6 16 16
図６　つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム相関図 最新情報に更新する 定例的な見直し

7 17 17
表３　東京都内でのつくば市主催イベントの参加者数 最新情報に更新する（第１期と第２期で分ける） 定例的な見直し

8 17 17
表４　つくばスタートアップパーク開催イベントの参加者数 最新情報に更新する（第１期と第２期で分ける） 定例的な見直し

9 18 18
図９　登録制度のスタートアップ一覧 最新情報に更新する 定例的な見直し

10 24 24
SWOT分析 強み（S)に都市（生活環境）としての能力を追記する スタートアップ関連だけでなく、生活面での強みもつくばの特徴である。また、

それをきっかけにつくばに転入してくる関係者もみられる。

11 28 28

【新規】 重点施策の表示（個別施策１、２、８） 市がスタートアップ支援を行う背景に強く影響すると考える施策を重点的に進
める（６のコミュニティ醸成も大切だが、８のエコシステムの一環として実施し
ていく）

12 28－29 28－30
モニタリング指標 中間の実績値を記載する 現状値を把握し、今後の施策展開の参考とするため

13 31-38 32-39

事業例 実施中及び追加する事業を記載、さらに１施策を２ページに拡張する 現行の第２期戦略で実施中の事業の列記に加え、今回の中間見直しで追加す
る事業を記載する

14 40

【新規】 第３期つくば市スタートアップ戦略の策定に向けて
スタートアップの実態調査（会社の状況、将来像、課題などをヒアリングによっ
て細かく把握する）
上記を踏まえた上で、創業前後の困りごと、例として人材確保というテーマに
おけるターゲット人材などを細かく収集、人材に関する施策を検討していく
スタートアップのみならず支援機関や大学・研究機関でも課題やニーズを定期
的に把握しておく

懇話会委員意見において、第３期に向けての準備として実施した方が良いもの
を記載する。

15 55 57
つくば市スタートアップ戦略策定審議過程 中間見直しの情報を追記 定例的な見直し

16 56 58-59
つくば市スタートアップ戦略策定懇話会委員名簿 中間見直しの情報を追記 定例的な見直し

17 57 60-97
スタートアップ推進に関するアンケート調査 中間見直しにおける登録スタートアップへのアンケート結果を追記 中間見直し内容の根拠の一つとして掲載する

18 89-95 96-104
登録スタートアップ一覧 最新情報に更新する 定例的な見直し

13 31 32

個別施策１【重点施策】
起業、チャレンジ精神の醸成

〇実行中の事業
　・つくば次世代アントレプレナー育成プログラム～ビジネスデベロップ講座～
　・高校生ビジネスプラン作成講座
　・つくばスタートアップパークイベント
★追加する事業
　・資本政策や出口戦略を見据えた講座やメンター/アドバイザー支援（つくば
スタートアップパーク）
　・市教育部門が実施するアントレ事業と連動できる起業体験事業（つくばス
タートアップパーク）
　・小中高校向けの先輩企業者の出前講演

13 32 33

個別施策２【重点施策】
初期事業化の促進

〇実行中の事業
　・つくばスタートアップパーク
　　→相談事業（IM、士業等）
　　→開業ワンストップセンター
　　→特定創業支援等事業（登録免許税半額へ）
★追加する事業
　・研究シーズと企業者を繋げる対面イベント
　・資本政策や出口戦略を見据えた講座やメンター/アドバイザー支援（つくば
スタートアップパーク）【再掲】

13 33 34

個別施策３
社会実装支援

〇実行中の事業
・つくばスマートシティ社会実装トライアル支援事業
・つくば市未来共創プロジェクト
・つくばイノベーションスイッチ
・プロトタイプ製作支援補助金
・インパクト・スタートアップ社会実装支援事業（予定）

13 34 35

個別施策４
成長段階に応じた適正なインフラ環境の確保支援

〇実行中の事業
・つくばスタートアップパーク（コワーキングスペース、2階オフィス）
・スタートアップ立地推進奨励補助金
・不動産情報共有ネットワークを活用した情報提供
・民間ラボ付きオフィスとの連携

13 35 36

個別施策５
海外展開及び海外人材確保支援

〇実行中の事業
・海外機関との連携
・JETROグローバルアクセラレーションプログラム（JETRO事業への協力）
・スタートアップビザ（茨城県との共同事業）

13 36 37

個別施策６
コミュニティの醸成

〇実行中の事業
・Tsukuba Startup Night –Venture Café Tokyo Thursday
Gathering-@CIC Tokyo
・つくばスタートアップパークイベント
★追加する事業
・先輩企業者とスタートアップ/企業者候補/学生などが交流できるイベントを
実施（つくばスタートアップパーク）

13 37 38

個別施策７
スタートアップと人材の交流支援

〇実行中の事業
・国家公務員退職特例

13 38 39

個別施策８【重点施策】
スタートアップの創出及び成長を促すエコシステム（連携体制）の構築

〇実行中の事業
・つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム及び関連交流事業
・つくばスタートアップ・エコシステム一元化ウェブサイト
・登録スタートアップ制度
・スタートアップ都市推進協議会（会長：福岡市長）会員
★追加する事業
・つくばに関係がある先輩企業者を巻き込むための制度創設（認定メンター
等）
・登録スタートアップへのご用聞き
・つくばのリソースや生活環境も含めた強みのPR/情報発信
・スタートアップ支援一元化サイトでのPR事項の強化（つくばだからできるこ
と）
・活動中のコミュニティとの交流事業
・成長支援につなげるためのエコシステム内ネットワークの活性化

個別施策の見直し

基本方針１　人的資源と研究成果を活かしたスタートアップ創出

基本方針２　スタートアップが成長できるエコシステムの醸成



中間見直しの説明

つくば市がスタートアップ支援する背景の再整理

市として何を目的にスタートアップ支援をやるのか、
それによって打ち手が変わってくる。
その際、つくば市の「強み」を生かすことが重要である。

1

資料６



市政全体の基本構想からの導き

市役所が持つ長期的ヴィジョンでは何を目指しているのか

2



つくば市未来構想
（つくば市の最上位構想）
2020年～2050年

つくば市の最上位に来る「つくば市未来構想」の理念において
「イノベーションを目指す挑戦者を応援する」としている。

キーワードは「イノベーション」

3



その理念に基づく取り組みを進めることで、どのようなまちになるのか
「課題の解決に貢献するとともに、社会にイノベーションを生み出すまち」

キーワードは「課題解決」「イノベーション」

4

つくば市未来構想
（つくば市の最上位構想）
2020年～2050年



５年後の2030年の未来像では「イノベーション創出」「研究成果を生かして持続的に
経済成長するモデル」が浸透している。

キーワードは「イノベーション」「研究成果の活用」「経済成長」 5

つくば市未来構想
（つくば市の最上位構想）
2020年～2050年



つくば市の強みについて

地方自治体としてまちづくりの理念に「イノベーション」「研究成果」というワードが
記載されていることが、他都市にはないつくばの強み

6



つくばの特徴

東京駅から約１時間

成田国際空港から約１時間

市の人口
260,773人 （2025年７月１日現在）

14,242人 在留外国人
（145の国と地域）

科学のまち
159 研究機関

約14,000人 研究従事者
約8,500人 博士号取得者

7



筑波研究学園都市 – 国等の研究・教育機関の集積 -

（引用）筑波研究学園都市PRパンフレット（茨城県政策企画部地域振興課） 8



特許・実用新案数が多い

（引用）特許情報プラットフォームでの検索結果

※つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム会員のうち、つくば市内に立地している研究教育機関

9



10

日本の都市特性評価２０２５ 森記念財団都市戦略研究所（202５.９.２）

※国内主要1３６都市を森記念財団が毎年独自に分析
※東京23区は分けて評価

総合スコア
第１位 大阪市
第２位 名古屋市
第３位 福岡市
第４位 横浜市
第５位 京都市
第６位 神戸市
第７位 仙台市
第８位 金沢市
第９位 札幌市

第１０位 つくば市

【評価体系】 経済・ビジネス、研究・開発、文化・交流、生活・居住、環境、交通・アクセス

経済・ビジネス
第１位 大阪市
第２位 福岡市
第３位 名古屋市
第４位 横浜市
第５位 安城市
第６位 豊田市
第７位 浦安市

第８位 つくば市
第９位 小平市
第１０位 調布市

研究・開発
第１位 名古屋市
第２位 京都市

第３位 つくば市
第４位 福岡市
第５位 横浜市
第６位 大阪市
第７位 仙台市
第８位 神戸市
第９位 札幌市
第１０位 広島市

新規設立法人登記割合 第２位
→スタートアップや一般創業が増える



つくば市としてスタートアップを実施する背景の再整理

つくば市未来構想（２０２０年度～２０５０年度）
（まちづくりの理念）
・イノベーションを目指す挑戦者を応援する
（目指すまちの姿）
・課題の解決に貢献するとともに、社会にイノベーションを生み出すまち
（２０３０年の未来像）
・多様な才能が世界中から集まり、イノベーションを創出
・研究成果を生かした新産業の創出や地域企業等における科学技術の活用促進
→持続的に経済成長するモデル

これまでのスタートアップ支援の動機のひとつであった「研究成果を生かした新産業の
創出」のひとつ上の動機として「イノベーションを生み出す」ことを意識したスタートアッ
プ支援に必要な施策を講じる。

11



イノベーションの定義

ヨーゼフ・アロイス・シュンペーター「経済発展の理論（1934年）」

経済発展における２段階
①経済の循環的変化

人口増減や社会情勢の変化で起こる経済変化
②経済の断続的変化

新たな技術/手法の導入や創造、これまでにない組み合わせ「新結合」が起こる

→この経済発展では循環的変化よりも断続的変化の要因が大きいとされており、その
重要な要素が「銀行」「企業者」「イノベーション」とされている

【銀行】
イノベーションの遂行には資金が必要であるため。現在はベンチャーキャピタル、エン

ジェル投資家、企業との資本提携などもある。
【企業者】

アントレプレナーのこと。経済発展の理論では起業家ではなく企業家（企業者）と訳さ
れている。起業家や会社経営者のみならず、イノベーションを遂行する人を意味する。
【イノベーション】

新しいものや考え、今までに組み合わせたことのない組み合わせ新結合

12



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

では、つくば市はスタートアップ支援事業で経済発展（広義のイノベーション）にどのよう
に貢献できるのか？

【銀行】外部依存高め

地銀や金融機関の支店は多く立地しているが、資金の調達先は市内/県内に限らない。
また、市役所自体もファンドへ参画しているわけでもない。
→【課題】スタートアップ・エコシステムで金融機関との結びつきを強めるほか、NEDO等の国グラ
ント事業に繋がるような支援が必要

【企業者（アントレプレナー）】内部で強み（研究者）、外部依存高め（経営者）

アントレプレナーは起業に限定したものではないが、新結合の源泉として研究開発型スタートアップ
を多く生み出すことを踏まえると、企業者という表記の中でも起業に関する学びの場は必要になる。
現在、筑波大学に協賛する形で市内外の研究者を対象にしたアントレプレナー育成講座を８年続け
て実施している点は強みとなる。また小学生や中学生を対象としたアントレプレナーの学びの場を
今年から実施している。
→【課題】研究シーズを活用して外部の企業者が事業化するパターンの支援策がない

企業者が資本政策などの経営に必要なスキルを学ぶ場が少ない

【イノベーション（新結合）】内部で強み（技術シーズ）

新結合を起こす上で欠かせないのが「新しい『もの、考え、組み合わせ』」である。つまり、結合の元と
なるものが多数多様に必要となる。
この点では、筑波研究学園都市が持つ研究シーズの数、研究者の数が強みとなる。これに加えて、
経済界での結合のしやすさを考慮すると、それらの基礎研究から生まれた「スタートアップ/ベン
チャー」の数も重要になってくると思料。
→【課題】成長スタイルに縛られないことが求められる

技術シーズと外部企業者をつなげる仕組みがない（コーディネーション機能） 13



以上を踏まえての中間見直しの内容について

＜番号＞は資料４「中間見直しの項目」と同じ

14



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーションの創出に向けて

研究成果を活用したイノベーション創出（企業者育成）という観点であらためてつくば市
スタートアップ戦略を考えた場合に、中間見直しで修正するポイントは以下のとおり

＜１＞スタートアップに対する期待（P.3）
第１期から一般論的なスタートアップへの期待として記載している。ここについて「“つ

くば市”がスタートアップ支援する背景」としてイノベーション創出などの文脈で修正する。

＜２＞スタートアップの定義（P.4）
第１期から「新たなビジネスモデルを開拓し急成長を目指す会社」という一般論的な定

義を採用している。つまり、SaaS系に代表されるようなJカーブのスタートアップをモ
デルにしている。しかし、つくばで活動する研究開発型スタートアップは時間とお金がか
かるため、馴染みにくい。また、スモールビジネス系など数パターンの成長スタイルが見
られることから修正する。
「研究成果の活用や自ら研究、開発又は製造したものを用いて社会課題の解決に挑戦し、
イノベーション創出への貢献を目指す会社」
※主要ターゲットのうち２つは自己申告によるものなので、削除する。

日本国内の非上場会社である
設立から10 年未満である
事業分野がライフサイエンス、ロボット、エネルギー、ナノテクノロジー・物質・材料、情報サービス、環境及び宇
宙分野のいずれかに該当する（日本標準産業分類（令和５年7月改定）においてE製造業、G情報通信業を主た
る産業とする）
ユニークなテクノロジーや製品・サービス、ビジネスモデルを持ち、事業成長のための投資を行い、事業成長拡
大に取り組んでいる
これまでの世界を覆し、新たな世界への変革にチャレンジしている 15



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜３＞スタートアップと一般創業の説明の削除（P.５）
急成長できるスタートアップはSaaS系などに多く見られ、研究開発型は時間とお金が

かかるため、馴染まない。スモールビジネス系など数パターンの成長スタイルが見られる
こと、及び市がスタートアップ支援する背景を見直すことへ合わせるもの。

16



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜１０＞SWOT分析における強みの追記（P.２４）
スタートアップ関連だけでなく、生活面での強みもつくばの特徴である。また、それを

きっかけにつくばに転入してくる者もみられる。

＜４＞～＜９＞は数値更新等の修正のため割愛
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つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜１１＞個別施策の重点化（新規）
市がスタートアップ支援を行う背景に強く影響すると考える施策を重点的に進める（６

のコミュニティ醸成は、８のエコシステムと一体的に実施していく）

基本方針１ 人的資源と研究成果を活かしたスタートアップ創出
個別施策１【重点】 起業、チャレンジ精神の醸成
個別施策２【重点】 初期事業化の促進
個別施策３ 社会実装支援
個別施策４ 成長段階に応じた適正なインフラ環境の確保支援
個別施策５ 海外展開及び海外人材確保支援

基本方針２ スタートアップが成長できるエコシステムの醸成
個別施策６ コミュニティの醸成
個別施策７ スタートアップと人材の交流支援
個別施策８【重点】 スタートアップの創出及び成長を促すエコシステム（連携体制）

の構築

18



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜13＞個別施策で今回追加するもの（新規）

基本方針１ 人的資源と研究成果を活かしたスタートアップ創出

個別施策１【重点施策】 起業、チャレンジ精神の醸成
〇実行中の事業

・つくば次世代アントレプレナー育成プログラム～ビジネスデベロップ講座～
・高校生ビジネスプラン作成講座
・つくばスタートアップパークイベント

★追加する事業
・資本政策や出口戦略を見据えた講座やメンター/アドバイザー支援（つくばスタートアップパーク）
・市教育部門が実施するアントレ事業と連動できる起業体験事業（つくばスタートアップパーク）
・小中高校向けの先輩企業者の出前講演

--------------------------------------------------------------------------------------------------

個別施策２【重点施策】 初期事業化の促進
〇実行中の事業

・つくばスタートアップパーク
→相談事業（IM、士業等）
→開業ワンストップセンター
→特定創業支援等事業（登録免許税半額へ）

★追加する事業
・研究シーズと企業者を繋げる対面イベント（例：つくばMeetup Day@筑波大学）
・資本政策や出口戦略を見据えた講座やメンター/アドバイザー支援（つくばスタートアップパーク）【再掲】

＜１２＞は数値更新等の修正のため割愛
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企業者（アントレプレナー）育成及びイノベーション（新結合）の促進に向けて

つくばならではの強みを生かした事業「研究シーズと企業者を繋げる対面イベント」について

企業者には①シーズを持つ研究者/学生というこれまでの支援対象に加え、②研究成果を活用して
事業化する外部人材の２つがある。

これまでのつくば市ではBizDev講座に代表されるように主に研究シーズ保有者が企業者になる
ことを支援してきた。一方で、イノベーションを起こし社会課題を解決するためには、つくばの研究
教育機関が保有するディープテックと呼ばれる研究成果を誰かが活用することも必要になる。

なお、他社が研究シーズを活用して事業化を目指す支援はNEDO事業のNEP開拓コースが代表さ
れる。
また、BizDev講座ではフォロワー人材と呼ばれる研究シーズを持たない企業者候補を育成するプ
ログラムもある。

このことから、つくばの研究シーズと企業者候補を繋げる仕組みも必要になる。それを
NEDO事業等につなげていく。
※実例：東京の企業者から市スタ室長に問い合わせがあり、特許を保有するつくばスタートアップ・エコシステム・
コンソーシアム会員機関を繋いだことがある。その者は、現在、その技術シーズを活用したプロダクトを作るス
タートアップを東京で創業している。

事業例：
つくばMeetup Day（筑波大学）との連携
つくばスタートアップパークでの先輩メンタリングをきっかけとしたネットワーキング 20



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜13＞個別施策で今回追加するもの（新規）

個別施策３ 社会実装支援
〇実行中の事業

・つくばスマートシティ社会実装トライアル支援事業
・つくば市未来共創プロジェクト
・つくばイノベーションスイッチ
・プロトタイプ製作支援補助金
・インパクト・スタートアップ社会実装支援事業（予定）

★追加する事業
なし

------------------------------------------------------------------------------------------------

個別施策４ 成長段階に応じた適正なインフラ環境の確保支援
〇実行中の事業

・つくばスタートアップパーク（コワーキングスペース、2階オフィス）
・スタートアップ立地推進奨励補助金
・不動産情報共有ネットワークを活用した情報提供
・民間ラボ付きオフィスとの連携

★追加する事業
なし

21



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜13＞個別施策で今回追加するもの（新規）

個別施策５ 海外展開及び海外人材確保支援
〇実行中の事業

・海外機関との連携
・JETROグローバルアクセラレーションプログラム（JETRO事業への協力）
・スタートアップビザ（茨城県との共同事業）

★追加する事業
なし

------------------------------------------------------------------------------------------------

基本方針２ スタートアップが成長できるエコシステムの醸成

個別施策６ コミュニティ醸成
〇実行中の事業

・Tsukuba Startup Night –Venture Café Tokyo Thursday Gathering-@CIC Tokyo
・つくばスタートアップパークイベント

★追加する事業
・先輩企業者とスタートアップ/企業者候補/学生との交流イベント（つくばスタートアップパーク）

22



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜13＞個別施策で今回追加するもの（新規）

個別施策７ スタートアップと人材の交流支援
〇実行中の事業

・国家公務員退職特例
★追加する事業

なし
------------------------------------------------------------------------------------------------

個別施策８【重点施策】 スタートアップの創出及び成長を促すエコシステム（連携体制）の構築
〇実行中の事業

・つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム及び関連交流事業
・つくばスタートアップ・エコシステム一元化ウェブサイト
・登録スタートアップ制度
・スタートアップ都市推進協議会（会長：福岡市長）参加

★追加する事業
・つくばに関係がある先輩企業者を巻き込むための制度創設（認定メンター等）
・登録スタートアップへのご用聞き
・つくばのリソースや生活環境も含めた強みのPR/情報発信
・スタートアップ支援一元化サイトでのPR事項の強化（つくばだからできること）
・活動中のコミュニティとの交流事業
・成長支援につなげるためのエコシステム内ネットワークの活性化

23



つくば市におけるスタートアップ支援を通じたイノベーション

＜１４＞第３期つくば市スタートアップ戦略策定に向けて（新規）
中間見直しでの修正反映ではなく、引き続き情報収集/分析やケーススタディなどを進

めていき、スタートアップ支援の課題などを洗い出し、次期戦略に組み込むべきものを
準備していく。それを中間見直しに明記するもの。

スタートアップの実態調査
（会社の状況、将来像、課題などをヒアリングによって細かく把握する）
上記を踏まえた上で、創業前後の困りごと、例として人材確保というテーマにおける
ターゲット人材などを細かく収集し、人材に関する施策を検討していく
スタートアップのみならず支援機関や大学・研究機関でも課題やニーズを定期的に把
握しておく

24
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はじめに 

 

つくば市は「世界のあしたが見えるまち」をヴィジョンに掲げ、世界が抱える課題を解決

する新たなモデルを提示していくことを目指しています。筑波研究学園都市として約 150

の研究機関に最先端の研究・技術シーズ、そして約１万４千人の研究従事者が集積する都市

は世界的にみても少なく、その「知の集積」を活かして、つくば市は 2018 年からこれらの

研究成果を基礎として創業するスタートアップの創出に取り組んでいます。 

 

近年では、スタートアップを創出し成長を促進するための取組は我が国においても積極的

に行われており、政府は 2022 年を「スタートアップ創出元年」とし、スタートアップ育成

５か年計画が策定され、経済面のみならず人材育成面など様々な場面でスタートアップが持

つ可能性に期待されているところです。 

 

スタートアップは社会問題の解決や革新的な技術開発、新たな産業の創出、予測不可能と

言われる時代に適応する思考構築等の可能性を秘めており、新型コロナウイルス感染症によ

る劇的な社会の変化を支えていくことも期待されています。また、将来的につくば市の人口

は減少局面に突入することが予想される中で、スタートアップを創出し続けることは地域経

済の持続的な発展においても不可欠です。 

 

筑波研究学園都市という世界的な学術都市の特徴を最大限に活用し、スタートアップの創

出や成長支援によってつくば市未来構想に掲げる「顔と顔が見える」「挑戦を応援する」「未

来をつくる」まちに成長していくことに貢献していきます。 
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１ 策定の背景 

 

潮流とつくば市の支援のこれまで 

2000 年代以降、スタートアップを創出し成長を促進するための取り組みが米国シリコンバレ

ーを始めとして世界中で積極的に行われてきており、Google（Alphabet）、Amazon、Facebook

（Meta）、Apple、Microsoft（これらを総称して GAFAM とも言われる）を始めとした世界経済

を牽引する企業が数多く出現しています。日本国内では、スタートアップに対する投資や支援が

活発化しており、スタートアップの資金調達額は 2012 年の 634 社合計 639 億円から 2021 年

の 1919 社 7,801 億円へと 10 倍以上増加しており、同年の資金調達額は過去最高額となりまし

た1。 

このような中、つくば市では 2017 年度からスタートアップ支援の検討を始め、会社経営や投

資実績も持つ外部人材の活用をしながら、2018 年には専門部署のスタートアップ推進室の設置

や「つくば市スタートアップ戦略」を策定し、支援を開始しました。その後も 2019 年には市営

インキュベーション施設である「つくばスタートアップパーク」の開設や姉妹都市の米国ケンブ

リッジ市にある CIC(ケンブリッジイノベーションセンター)との施設間連携を、2020 年にはつく

ばエリアの関係機関が横串で連携するつくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアムの

設立を、2021 年からは東京虎ノ門の CIC Tokyo で開催した自治体単独開催では最大級のスター

トアップイベント「Tsukuba Startup Night 2021」を開催するなど、これまでに 23 の支援事業

を展開してきました。 

また、政府においては 2020 年に内閣府がスタートアップ・エコシステム拠点都市2として８都

市を選定し、各省庁のスタートアップ関連予算を集中投入するなど世界に伍するスタートアップ・

エコシステム拠点形成戦略を展開しています。2022 年には「スタートアップ創出元年」と掲げ、

スタートアップ数を５年で 10 倍に増やすことを宣言するなど、我が国においてもスタートアッ

プへの期待が一層高まってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
1 INITIAL『Japan Startup Finance2021』（2022 年） 
2 グローバル拠点都市４か所、推進拠点都市４か所が選定されており、つくば市はスタートアッ

プ・エコシステム 東京コンソーシアムのメンバーとして参画しています。2025 年から第 2 期に

移行しています。 
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つくば市がスタートアップを支援する背景 

  つくば市のまちづくりの最上位にある「つくば市未来構想」では、「つながりを力に未来をつ

くる」という理念のもと、以下のような目指すまちの姿を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この中で「イノベーションを目指す挑戦者を応援する」及び「課題の解決に貢献するととも

に、社会にイノベーションを生み出すまち」は、筑波研究学園都市を抱えるつくば市に強みがあ

るものです。 

 筑波研究学園都市は、国の研究機関等を計画的に移転することにより東京の過密緩和を図ると

ともに、高水準の研究と教育を行うための拠点形成を目的に、国家プロジェクトとして 1963 年

9 月の閣議了解によりその建設が決定されました。現在、国と民間合わせて約 150 の研究機関

が立地し、約８千人の博士号取得者を含む約１万４千人の研究従事者が、最先端の研究開発を行

っています。大学・研究機関ではベンチャー支援部署が多く設立されており、起業支援制度も

年々拡充され、筑波研究学園都市の研究・技術シーズが事業化につながる事例が生まれ始めてい

ます。例えば、筑波大学発認定ベンチャーとして活動している企業数は 275 社を数え、つくば

市に所在する各国立研究開発法人からもスタートアップの創出や、スタートアップに対する出資

が進んでいます。 

また、2005 年のつくばエクスプレス開通後の発展により近年では年間約 5,000 人ペースで

人口が増えており、都内通勤のビジネス人材も多く、研究従事者とビジネス人材が協業できる高

いポテンシャルがあります。まちの発展のみならず、「水と緑、きれいな空気と青い空」という
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豊かな自然が今もなお残っており、これら「人間と自然と科学の調和」と通じて、つくば市は筑

波研究学園都市のテクノロジーをいかした「持続可能都市」や「ゼロカーボンシティ」を推進

し、世界の社会課題の解決にチャレンジしています。 

 これらが評価され、民間機関の調査である日本の都市評価特性 2025 では、つくば市は政令市

などの大都市に混じって、総合 10 位の評価を得ています。 

こうしたことから、つくばの地においてスタートアップ創出という土壌が整いつつある中で、

つくば市のまちづくりの理念の具現化を目指すための施策として、スタートアップ支援を行って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 従業者 10 万人当たりの研究者数（国勢調査 2020、従業地、職業中分類「研究者」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 日本の都市評価特性 2025 におけるつくば市の結果 
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スタートアップの定義 

 つくば市では前述のようなスタートアップ支援する背景やこれまで創出されてきたスタートアッ

プの特徴を踏まえ、スタートアップを「研究成果の活用や自ら研究、開発又は製造したものを用いて

社会課題の解決に挑戦し、イノベーション創出への貢献を目指す会社」と捉え、本戦略の主要ターゲ

ットを次のとおり定義しています。 

 

 日本国内の非上場会社である 

 設立から 10 年未満である 

 事業分野がライフサイエンス、ロボット、エネルギー、ナノテクノロジー・物質・材料、情報

サービス、環境及び宇宙分野のいずれかに該当する（日本標準産業分類（令和５年 7 月改定）

において E 製造業、G 情報通信業を主たる産業とする） 
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２ つくば市スタートアップ戦略の位置づけ 

  

本戦略はつくば市未来構想（2020 年３月改定）における、「つながりを力に未来をつくる」とい

うまちづくりの理念に基づき、研究・技術シーズ等を活用してチャレンジする人材を支援し、地域の

産業を発展させるとともに、新産業創出に取り組み、地域の活力を生み出すまちを目指すための戦

略と位置付けます。その中で、つくば市未来構想では「第２次産業では、全国や茨城県と比較して就

業者割合が低く、産業構造上の核となる主要産業が確立されていない。また、それによって十分な就

業場所の確保ができておらず、大学生の卒業後定住率の低さにつながっている。」といった課題が挙

げられています。その課題を副次的に解決する一役として、第２期つくば市スタートアップ戦略（以

下、「第２期戦略」という。）を策定します。 

また、つくば市産業戦略、つくば市科学技術・イノベーション振興指針を関連計画として位置づ

け、施策同士の連携を深め、効果を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ つくば市スタートアップ戦略と関連計画 
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特に重点的に 

取り組む 
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進行管理 

 

2029 年まで 

つくば市未来構想（2020 年 3 月改定） 

市のビジョン 

2030 年未来像 

Ⅰ 魅力をみんなで創るまち 

Ⅲ 未来をつくる人が育つまち 

Ⅱ 誰もが自分らしく生きるまち 

Ⅳ 市民のために科学技術をいかすまち 

第 3 期つくば市戦略プラン（2025 年 3 月改定） 

市のビジョン 

2030 年未来像 

個別施策Ⅳ-1-② スタートアップを支援する仕組みづくり 

個別施策Ⅳ-１-① イノベーションの創出を加速する仕組みづくり 

個別施策Ⅲ-3-① 多文化共生の推進 

第 2 次つくば市産業戦略 

（2025 年 3 月策定） 

つくば市科学技術・ 

イノベーション振興指針 

（2022 年 4 月第 3 期策定） 
つくば市スタートアップ戦略 

関 

連 

関 
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１ 第１期つくば市スタートアップ戦略の前提-スタートアップの成長段階と課題- 

 第１期つくば市スタートアップ戦略（以下、「第１期戦略」という。）は 2018 年 12 月に公表

（2020 年度中間見直し）し、2022 年度までを実施期間としています。第１期戦略では、スタート

アップの成長段階を５段階で捉え、スタートアップの直面する課題を次の８つに整理した上で、特

に「潜在的起業希望期～創業期」及び「創業期～事業化期」に注力して施策を展開してきました。 

成長段階 

スタートアップの成長段階を 5 段階で捉え、一般的に各段階においてスタートアップが実施する

主な事項を以下のように整理しました。 

①  潜在的起業希望期 

 起業に関心を持ち、情報収集を始める 

 周囲の理解を得る 

 起業の意思を決定する 

 

②  設立準備期（プレシード期） 

 事業アイディアを検討する 

 共同創業者を探す 

 創業のための資金調達を行う 

 

③  創業期（シード期） 

 会社設立のための手続を行う 

 事業に関わる市場調査（市場参入の障壁の調査を含む）を行う 

 事業計画（開発スケジュール・人員計画・資金計画等）を作成する 

 製品開発を開始する 

 資金調達を行う 

 

④  事業化期（アーリー期） 

 製品・サービスを公表する 

 製品・サービスへの顧客の反応を検証する（プロダクトマーケットフィットの確立） 

 社会実装実証を行う 

 マーケティングを開始する 

 資金調達を行う 

 

⑤  成長期（レイター期） 

 販路・営業・カスタマーサポート・生産の拡大を行う 

 資金調達を行う 
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直面する課題 

前述のように成長段階を整理した場合、第１期戦略では、「潜在的起業希望期～創業期」にお

いては、スタートアップを支えるインフラの不足等があり、「創業期～事業化期」においては、

資金調達の課題・製品開発環境の課題等に対して施策を展開してきました。 

 

 
 

図３ スタートアップが直面する主な課題（第 1 期戦略策定時） 

 

① 潜在的起業希望期～創業期における課題 

 

課題1 スタートアップ推進都市としての認知度 

スタートアップが成長する上で、多くのスタートアップ関係者が集い交流することは非常に 

重要です。そのためにも、市を挙げてスタートアップ推進に取り組む機運が醸成・認知されて 

いくことが必要になります。その中で、2020 年につくば市が参画する「スタートアップ・エ

コシステム 東京コンソーシアム」が国の「世界に伍するスタートアップ・エコシステム拠点

形成戦略」における「グローバル拠点都市」に選定されました。 

つくば市のスタートアップ推進都市としての認知度は高まりつつありますが、筑波研究学園 

都市の潜在的な力である豊富な研究・技術シーズの存在、社会実装の支援制度等の強みが、ス 

タートアップ関係者に十分に認識されていません。スタートアップ推進都市として成長するた 
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めには、積極的な情報発信とともにスタートアップ関係者をつくばに誘致するプロセスや機会 

を充実させる必要があります。 

 

課題２ スタートアップに関する知識・心理面での障壁 

市内でスタートアップを目指す上で、潜在的起業希望者は「知識不足ゆえ起業に踏み出すこ

とができていない」、「スタートアップ関係者との接触機会が不足している」、「創業期にお

ける経営知識が不足している」、「失敗したら再チャレンジしづらい」等、知識面・心理面の

障壁に直面します。 

また、研究者が研究・技術シーズを事業化する上で、研究者自身が経営者となる以外に、研

究者が最高技術責任者や特許技術提供者等の立場でスタートアップを生み出すことができると

いう選択肢も存在することが認知されていない現状もあります。さらには、起業家と交流する

機会や創業について考えるきっかけがあまりないために、そもそも創業をするという発想に至

らないケースもあります。 

 

課題３ 多様な人材の参入の障壁 

つくば市に生活する外国人研究者や留学生、子育て中の親、高齢者、障害者、セクシャルマイ

ノリティ等、あらゆる人々が活動しやすい環境を整備することで、スタートアップの振興にもつ

ながると考えられます。 

 

課題４ スタートアップを支えるインフラの不足 

スタートアップを支えるには、活動・交流拠点が欠かせません。つくば駅を中心とする中心

市街地等アクセスの良いエリアでは、オフィスやミーティングスペースが不足しており、これ

らが原因でスタートアップが市外へ流出するケースが見られます。 

また、会社設立の各種届出に関わる、法務局、税務署、労働基準監督署等が市内には存在し

ないため、それぞれの手続の負担が大きい状況です。 

 

② 創業期～事業化期における課題 

 

 課題５ マッチング機会の不足 

創業期から事業化期へ速やかな移行を図るためには、創業者に加え、営業や経営等を担うビ

ジネス人材や事務人材の確保が重要となります。しかし、現状のつくば市においてはマッチン

グや採用の機会が不足している状況です。 
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課題６ 資金調達の課題 

つくば市に特徴的なテクノロジー系スタートアップは、研究シーズからの実用化、また実証

実験等、製品化までの期間が比較的長期になるため、IT 系スタートアップと比べると資金調達

が難しい傾向にあります 7。また、都市部と異なり、スタートアップへ投資を行うベンチャーキ

ャピタル等の担い手も不足しています。 

 

課題７ フィードバック機会の不足  

一般的に、初期ユーザーとの取引により、製品に対するコメントや導入実績が得られますが、

スタートアップの製品を販売するマーケットは市内に少なく、初期ユーザーからのフィードバ

ックの機会に課題があります。 

 

課題８ 製品開発環境の課題 

テクノロジー系スタートアップのマーケット調査や製品・サービスを実証実験する場所は、

IT 系スタートアップのサービスと比較して、特殊な環境や設備、一定の面積が必要な場合が多

く、製品開発環境の確保が難しい状況にあります。 

また、市内研究機関においては研究機材が集積しているものの、スタートアップがそれらを

十分に活用し製品開発を行えるまでには至っていないのが現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
7 冨山和彦『日本型ベンチャー主導資本主義のエコシステム構築に向けて』（2014 年） 
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２ 第１期つくば市スタートアップ戦略の体系図 

 第１期戦略では、スタートアップが直面する課題などをふまえ、次のように方針及び施策を策定

しました。 
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３ 第１期つくば市スタートアップ戦略の成果と課題 

 第１期戦略の成果と課題は次のとおりです（各個別方針及び施策ごとの成果と課題は「参考資料

編１」を参照）。 

 

これまでの支援内容 

第１期戦略策定期間につくば市では、「潜在的起業希望期」～「成長期」までの成長段階の各フ

ェーズに合った幅広い支援施策を実施してきました。特に交流拠点「つくばスタートアップパーク」

の環境整備、製品・サービスの社会実装を支援する「つくば Society5.0 社会実装トライアル支援

事業」、また茨城県、研究機関、大学、さらにスタートアップ支援に取り組む民間企業等と連携し

た「つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム」の形成を進めてきました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図４ 第１期戦略の個別方針と主な実施事業 
 

 

成長 

段階 

会社設立前 会社設立後 

スタート 

アップの 

成長 

イメージ

／ 

個別方針 

利 

益 

潜在的 
起業希望期 

設立準備期 
（プレシード期） 

創業期 
（シード期） 

事業化期 
（アーリー期） 

成長期 
（レイター期） 

①市外へ向けた情報発信とパートナーシップの強化 

②市内への情報発信と参入促進 

③創業環境の利便性向上 

④経営ノウハウ共有機会の充実 

⑤研究シーズ事業化の後押し 

⑥多様な人材の参入促進 

⑦様々なリソースへのアクセス環境の充実 

⑧社会実装による製品・サービスの確立支援 

⑨初期ユーザーとのマッチング支援 

⑩規制改革に関する提案受付 

⑪テクノロジー系スタートアップに特化した成長資金の提供 

⑫成長段階に応じたオフィス・工場用地の確保支援 

①-パートナーシップの強化 

つくばスタートアップ・エコシステム・ 

コンソーシアムの形成 

③-創業環境の整備 

つくばスタートアップパーク 

の開設 

⑦-経営人材の獲得支援 

ベンチャーキャピタルとの協定 

⑧-プロトタイプの社会実装支援 

つくば Society5.0 社会実装 

トライアル支援事業の実施 

②-事業化支援による成長促進 

アクセラレーションプログラム 

の提供 

⑨-トライアル発注認定制度 

制度の見直し 

④-経営知識の習得機会構築 

専門家相談会の実施 

⑤-研究機材シェアリング 

促進 

JAXA との協定締結 

⑥-外国人材の参入促進 

スタートアップビザ取得者 

の支援 

⑩-規制改革提案 

スーパーシティ構想との連携 

⑪-SBIR 制度への取組み 

内閣府事業への課題提案 

＆共同実証実験 

⑫-オフィス確保支援 

賃料補助事業の実施 
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第１期戦略を通した全体の成果 

 

① スタートアップ・エコシステムの始動 

スタートアップ・エコシステム拠点都市 グローバル拠点都市の一員（スタートアップ・エコ

システム 東京コンソーシアム）としての参画や、つくば市、茨城県、国立大学法人筑波大学（以

下「筑波大学」）、国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下「産総研」）、国立研究開発法人

物質・材料研究機構（以下「NIMS」）、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（以

下「農研機構」）が中心となって関係機関が連携する「つくばスタートアップ・エコシステム・コ

ンソーシアム」の組成、市営インキュベーション・交流施設であるつくばスタートアップパーク

の整備、CIC、LUXINNOVATION8、JSIP、Bochum とつくばスタートアップパークとの連携等を

通して、つくば市がハブ機能を担うことで市内外の多様な関連事業者との連携及び交流が進み、

スタートアップ・エコシステムの土壌が醸成されつつあります。 

 

図５ 国外の組織との連携 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
8 世界最大級のイノベーションハブである Cambridge Innovation Center（CIC）及びルクセンブ

ルク政府系イノベーション推進機関である Luxinnovation を指す 
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図６ つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム相関図（2025 年９月末時点） 

 

② スタートアップ推進都市としてのつくばの知名度及び期待の向上 

Tsukuba Startup Night、つくばスタートアップパークでのイベント、茨城県事業の TSUKUBA 

CONNÉCT 等、市内外での情報発信や交流の場の提供に加え、民間イベントへの登壇機会の増加

などを通して、それらの参加者の数や VC 等からの接触機会の増加が見られ、市内スタートアッ

プの認知度向上や、つくば市のスタートアップ推進都市としての認知度向上が進みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ Tsukuba Startup Night  

2021 開催の様子 
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イベント名 開催場所 参加者数 

Tsukuba Global Night（2018） 虎ノ門ヒルズ森タワー 573 名 

Tsukuba Startup Night 2019 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 671 名 

Tsukuba Startup Night 2021 虎ノ門ヒルズビジネスタワー/オンライン 387 名 

Tsukuba Startup Night 2022 虎ノ門ヒルズビジネスタワー/オンライン 305 名 

Tsukuba Startup Night 2023 虎ノ門ヒルズビジネスタワー/オンライン 294 名 

Tsukuba Startup Night 2024 虎ノ門ヒルズビジネスタワー/オンライン 311 名 

表３ 東京都内でのつくば市主催イベントの参加者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ つくばスタートアップパークでのイベント開催の様子 

 

イベント名 開催場所 参加者数 

つくばスタートアップパーク 

イベント（外部連携イベントを

含む） 

つくばスタートアップパーク/オンライン 21,171 名 

（ 延 べ 参 加

者数） 

表４ つくばスタートアップパーク開催イベントの参加者数（2019～2024 年度まで） 

 

③ 登録制度の創設による寄り添った支援 

つくば市内で活動するスタートアップについて、2020 年に任意の登録制度を創設することで、

活動状況や課題などを把握することが可能となり、つくばのスタートアップの特徴がより一層明

確になりました。さらに、つくばスタートアップ・エコシステム・コンソーシアム内における支

援機関への情報提供や市補助金の要件とするなど、登録者へのインセンティブにより双方の事業

推進への相乗効果を狙いました。 

登録スタートアップの情報はこちらのＱＲコードから市ウェブサイトへご案内します。 
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図９ 登録制度のスタートアップ一覧 

（2023 年１月 27 日時点、登録公開企業のみ、分類は市スタートアップ推進室によるもの） 
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第１期戦略を通した全体の課題 

 

① 支援策の課題（資源の分散、類似事業の存在、時勢に応じた施策の実施） 

第１期戦略策定時は地方自治体のスタートアップ支援の実例が僅少であったため、支援ステー

ジのターゲットを広めに取り、その効果等を見ながら施策を進めました。現在は東京都、渋谷区、

川崎市、横浜市、愛知県、名古屋市、浜松市、大阪市、京都市、神戸市、福岡市、札幌市、仙台市、

広島県、北九州市など多くの自治体でスタートアップ支援が行われていますが、そのほとんどが

都道府県、政令市であるため、つくば市と同様の財政規模の自治体はまだまだ事例がほとんどな

い状況です。つくば市ではスタートアップの支援は一定の効果が出てきているものの、これらの

自治体と比べて施策規模・施策効果は限定的です。つくば市の規模でこれらの自治体と同様の支

援策を講じることは、その財源や人的資源が分散し、その効果が最大限に発揮できたかどうかと

いう課題が見えてきました。 

また、JST、NEDO、JETRO をはじめとした公的機関や VC、金融機関、大企業などでもアクセ

ラレーションプログラムなどの支援事業を実施する事例が増え、つくば市との類似事業も増えて

きました。 

さらに、第 1 期戦略では 24 の施策（中間見直しで 23 に改正）を展開していましたが、スター

トアップを取り巻く国などの支援状況の変化や制度の変化に加え、新型コロナウイルスの流行を

きっかけとした社会的な構造や環境も急激な変化を起こす中で、戦略的な方針を定めつつも、時

勢やその時々のニーズに即した支援策を臨機応変に実施していく必要性が生じています。 

 

② 市民全体への波及効果 

スタートアップを支援することで市及び市民として、雇用などの経済的メリットの恩恵を受け

ることが期待されます。これら経済的メリットは一般的に市民が生活の中で恩恵を感じることは

中々難しいと言われていることに加え、新型コロナウイルスの流行により経済が停滞したことも

恩恵が得られにくい要因と考えられます。これらについては、スタートアップに対する期待から

市民がどのように恩恵を受けるのか、より明確化していくことが課題であると考えています。 

 

③ 関係機関との協働 

スタートアップ・エコシステムを発展させるためには、産官学金の関係機関が自立的に相互連

携を図ることが必要不可欠です。特につくば市のように政令市と比べて財政規模が小さい都市で

は、スタートアップ支援に参画する機関を増やしていく必要があります。つくばスタートアップ・

エコシステム・コンソーシアムにより産官学金の連携が進んでいますが、行政を介さずに各機関

が相互連携を図り、スタートアップの成長につなげるといった持続可能なエコシステムの形成に

は至っていません。エコシステムの更なる活性化及び相互連携を促進していくためにも、関係機

関に期待されることや役割分担の明確化が必要ではないかという課題が見えてきました。 
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成果指標（KPI）の達成状況 

 第１期戦略では６つの KPI を定め、施策を実施してきました。KPI の達成状況は次のとおりで

す。 

 

１ 新規参入促進の実現に向けて 潜在的起業希望期～創業期 

KPI１：2018 年度以降のスタートアップ創業数（累積） 達成状況 

2020 年度実績 15 件 2021 年度実績 24 件 
（目標 22 件） 

2022 年度目標 30 件 〇 

 

２ 事業化期への移行促進の実現に向けて 創業期～事業化期 

KPI２：スタートアップの資金調達額 達成状況 

2016 年～2020 年度の 
年平均資金調達額 

約 6.3 億円 

2021 年度実績 8.6 億円 
（目標 7.6 億円） 

※公表ベース 

2022 年度目標 9.2 億円 〇 

 
KPI３：スタートアップとの実証実験数 達成状況 

2019 年度実績 ８件 2020 年度実績 ７件  
 

2021 年度実績 ８件 
（目標 10 件） 

2022 年度目標 10 件 × 

 

１・２共通 

KPI４：スタートアップのエグジット件数（累積） 達成状況 

2019 年度実績 ０件 2020 年度実績 ０件  
 

2021 年度実績 ０件 
 

2022 年度目標 １件 
※2022 年度までに累積１件 

× 

 
KPI５：スタートアップの流入数 達成状況 

2019 年度実績 ０件 2020 年度実績 ２件  
 

2021 年度実績 ２件 
（目標２件） 

2022 年度目標 ２件 〇 

 
KPI６：スタートアップでの就業者数 達成状況 

2019 年度実績 １人 2020 年度実績 410 人  2021 年度実績 ―件 
（目標 441 人） 

2022 年度目標 482 人 ― 

 

 

図 10 第 1 期戦略の KPI と達成状況 

 

 

（注）括弧内の数値は目標値。KPI6 の実績値は 2022 年度末に集計し、市ホームページで公表予定。 
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第１期戦略における KPI は、2020 年度の中間見直しで新たに設定しました。「KPI3

スタートアップとの実証実験数」は、つくば Society5.0 社会実装トライアル支援事業

やつくば市未来共創プロジェクト事業などの取り組みから件数は堅調に推移している

ものの、2021 年度実績時点では、目標に達していない結果となりました。KPI1、2、5

については目標を達成しました。 

これら KPI の特徴としては、KPI3 以外は、市の施策実施の効果として直接的な因果

関係を明示しにくいという課題や、定量的指標のみでは成果達成状況を正確に表現でき

ないという課題があります。一方で、「KPI３スタートアップとの実証実験数」で実証

実験数を増やすという KPI に対しては、人的資源のマネジメントや誘致活動等により、

成果が直接的に得られると考えられます。 

 また、「KPI2 資金調達額」については、スタートアップの経営のタイミングにもよる

ため、一概に年度当たりの目標値を定めることへの妥当性も課題として上がっています。

「KPI5 エグジット件数」についても、IPO や M&A を見据えて例として IPO 準備期間

（n-2 期）であれば、市の支援状況の有無によらず、IPO に向けてはほぼ計画的に進む

ものと思われます。 

 全体として、第２期戦略では市民やまちがどのように恩恵を受けるのか、そしてその

ためには市として何に取り組むべきで、その目標や効果をチェックする方法として KPI

ではなくモニタリング指標を設定することが望ましいものと考えます。 
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１ スタートアップ推進都市としてのつくば市の現状分析 

 

スタートアップ支援環境における課題 

 第２期戦略では、第１期戦略の成果及び課題に加え、第２期戦略を策定するにあたっての有識者

会議である「つくば市スタートアップ戦略策定懇話会」での意見や、つくば市がこれまで４年超の

支援活動をとおして捉える都市としての強みや弱み、または期待を次のとおり整理します。 

 

① 強み：「人的資源、研究・技術シーズ」が豊富であること 

 つくば市が持つ強みとしては、約 150 の研究機関、約 20,000 人の研究従事者、約 8,000

人の博士号取得者という世界有数の学術都市であることに加え、約 150 の国と地域から約

11,000 人の在留外国人が活動する、まちとしての多様性です。 

その中でも、筑波大学は令和３年度大学発ベンチャー数で第４位であり、産総研は累計

150 を超える技術移転ベンチャーを創出し、他の国立研究開発法人でもスタートアップ創出

の動きが活発化しています。 

この「人的資源、研究・技術シーズ」が社会貢献していく一つの有効な方法として、スタ

ートアップを創出（事業化件数の創出）し、成長を支援していくことがスタートアップ・エ

コシステムの根幹になるものと考えます。そして、これらが持続的に生み出されるエコシス

テムを醸成することが大切になります。 

 

② 弱み：「起業、チャレンジ精神」が不足していること 

 筑波研究学園都市として研究者をはじめとした多様な人的資源が充実している一方で、大

学においては大企業・安定経営の企業への就職が多い傾向にあり、研究・技術シーズの社会

貢献の一環として起業を志す人材が増えにくいことなど、人材における起業やチャレンジ精

神の不足が一つの弱みであると考えられます。 

 また、福岡市や仙台市といった他の地方自治体 9 と比べてもスタートアップ創業数は順調

に増加しているものの、起業を志す人材やチャレンジ精神が十分であるとは言えない状況で

す。 

これは、我が国全体の課題でもあり、2022 年５月に経済産業省が公表した「未来人材ビジ

ョン」においても、『次の社会を形づくる若い世代に対しては、「常識や前提にとらわれ

ず、ゼロからイチを生み出す能力」「夢中を手放さず一つのことを掘り下げていく姿勢」

「グローバルな社会課題を解決する意欲」「多様性を受容し他者と協働する能力」といっ

た、根源的な意識・行動面に至る能力や姿勢が求められる。』と述べられており、１つの例

                                            
9 福岡市におけるスタートアップカフェ相談対応者の累積起業者数約 609 社（2022 年 3 月末時

点）、仙台市 2020 年 7 月～2022 年 6 月までのスタートアップ創出数 215 社 
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として、『デジタル時代において「探究力」を鍛錬するレイヤーでは、社会課題や生活課題

の当事者として、課題の構造を見極めながら、自分に足りない知恵を集め、異なる他者との

対話を通じて、協働的な学びが行われるべきであり、その際、世の中の社会課題を機敏に感

知するスタートアップの知見を教育にも取り入れる必要があるのではないか。』と提案され

ています。 

 

③ スタートアップ支援が持つ機会 

国では 2022 年を「スタートアップ創出元年」と掲げ、国のスタートアップ支援策につい

ても、５か年計画として着々と準備が進められています。そして新型コロナウイルスによる

大きな生活の変化は、これまでにない住民サービスへの深化やデジタルトランスフォーメー

ション（DX）による働き方の変容が生じ始めています。これらの状況は、まさに社会課題へ

の対応や迅速な環境変化への対応に強いスタートアップが活躍する機会とも言えます。 

 

④ つくば市における脅威 

VUCA10 と言われる予測不可能な時代においては、経産省の「未来人材ビジョン」に述べ

られているとおり、その先行きの不透明さや AI などのテクノロジーにより職業が専門・技

術職などの高スキルと対個人サービス職の低スキルの二極化が進んでいます。また、大学生

の就職先において、つくば市内には魅力的な就職先がないとの結果も出ており、人材の都内

流出が続いています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 つくば市のスタートアップ支援環境における SWOT 分析 

                                            
10 Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧

性）の頭文字をとった言葉で、「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態」を指す 

Strengths 

Opportunities 

Weaknesses 

Threats 

 研究人材等の人的資源の充実 

（約 150 の研究機関、約 14,000 人の在留外国人など） 

 技術シーズの多様性 

 東京圏との近接性 

 都市（生活環境）としての能力 

 起業・チャレンジ精神の不足 

 専門人材や他組織との共創する機会の不足 

 資金調達環境などエコシステムの未熟さ 

 国のスタートアップ推進に対する取組みの活性化 

 コロナ禍において新しいサービスや技術へ 

の許容度の深化 

 DX 化等による働く場所の多様化 

 VUCA 時代における先行きの不透明さ 

 DX 化等による働く場所の多様化 
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２ 第２期つくば市スタートアップ戦略の全体像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴィジョン 

「起業文化の醸成により、人の成長と科学技術が社会に生かされるまち」 

基本方針１ 

人的資源と研究成果を活かした 

スタートアップ創出  

基本方針２ 

スタートアップが成長できる 

エコシステムの醸成  

個別施策１ 

起業、チャレンジ精神の醸成 

個別施策２ 

初期事業化の促進 

個別施策３ 

社会実装支援 

個別施策４ 

成長段階に応じた適正なインフラ環境
の確保支援 

個別施策６ 

コミュニティの醸成 

個別施策７ 

スタートアップと人材の交流支援 

個別施策８ 

スタートアップの創出及び成長を
促すエコシステム（連携体制）の
構築 

個別施策５ 

海外展開及び海外人材確保支援 

関係機関との協働 
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つくば市が担うべきパート 

これまでのとおり、第１期戦略の成果・課題とつくば市が持つ強みや機会などを踏まえ、第２

期戦略では、主に『人材』に焦点を当てた内容とします。 

 

ヴィジョン 

第 2 期戦略の推進をとおして、雇用創出や社会課題の解決による市内経済の活性化や市民生活

の利便性の向上、さらにはすべての人が課題解決を志すマインドを育て、何事にも挑戦できる環

境を創出していきます。 

第２期戦略では以下のヴィジョンを掲げて取り組んでいきます。 

 

「起業文化の醸成により、人の成長と科学技術が社会に生かされるまち」 
 

 

本戦略の対象期間 

本戦略の対象期間は 2023 年度～2027 年度までとし、中間年度で見直しを行います。 
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３ 第２期つくば市スタートアップ戦略の基本方針 

ヴィジョンの実現に向けて、第２期戦略では以下の基本方針を設定し、時勢に応じた施策を展

開していきます。また、施策効果のフォローアップのため、モニタリング指標を設定します。 

 

【基本方針１】 

 人的資源と研究成果を活かしたスタートアップ創出 

 

筑波研究学園都市の強みである研究者、大学生を中心とした若い世代、退職した元研究

者、都内通勤の社会人などが集積する「人的資源」に加え、150 近い研究教育機関が持つ

「研究・技術シーズ」は他都市にはないものです。つくばにおいて持続可能なスタートアッ

プ推進を図る上では、これらの強みである資源を基に、多くの人材が起業マインドを持つよ

うになり、そこから多くのスタートアップが創出されることが求められると考えます。 

第１期戦略の推進をとおして、様々なスタートアップ支援策の提供や、つくばスタートア

ップパークの運営などを中心とした環境整備に取り組んできました。しかし、こうした施

策・環境の整備を進める一方で、それらを活用して挑戦する人材、スタートアップが出てこ

なければ、持続的なまちの発展には繋がりません。また、つくばの「人的資源」、「研究・

技術シーズ」を活かした多様なスタートアップ創出ステージにおいては、民間企業や公的機

関の支援が少なくなります。 

以上のことから、第 2 期戦略では、市としてスタートアップの創出ステージを集中的に支

援することで、連続的に起業（挑戦する人材）が創出される環境を目指します。 

 

【基本方針２】 

 スタートアップが成長できるエコシステムの醸成 

 

つくばで生まれたスタートアップは、すべてがつくばで成長するケースは多くはありませ

ん。市場規模や海外展開などを見据え、市外へ出て自らの成長を促進することは、ビジネス

面では有り得るものです。例えば、NIMS 発ベンチャーで 2021 年４月に東証マザーズに上

場したオキサイド社は、結晶の一大産地である山梨県に本社を構えており、現在はつくば市

内から巣立っています。一方で、第３回日本ベンチャー大賞で内閣総理大臣賞を受賞した筑

波大学発ベンチャーのサイバーダイン社のように、つくば市内で成長し、そのままつくばで

東証マザーズ上場という成長を遂げた例もあります。スタートアップやベンチャー企業にと

って、株式上場は１つの大きな通過点とも言えます。また、M&A により技術移転や売却を経

て、次の創業に向かうことも大きな成長の１つと言えます。 
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つくば市における豊富な人材が起業を志すうえで、これらの実績を生み出した先輩起業家

の存在は非常に大きいものであり、人と人がつながる場の創出も不可欠です。第２期戦略で

は、つくばで生まれ育ったスタートアップや起業家、さらには応援する者がつくば市内外に

かかわらず、様々な事業活動をとおして貢献できるようなエコシステムの醸成を目指しま

す。また、関係機関が横断的に連携していく環境整備に加え、それぞれの機関所属者も組織

を超えて交流・連携できる環境整備を行うことで、エコシステムの柱とも言われる「人材」

の動きが自発的に活発化していくエコシステムの醸成を目指します。 

 

重点的に進める個別施策 

中間見直しにおいて、第２期戦略の遂行すう上で、特にコアとなる施策を選び、重点的に進める

ことで予算や人的リソースを戦略的に配分できると考えます。そのため、以下の個別施策を重点施

策として設定します。 

 

基本方針１  人的資源と研究成果を活かしたスタートアップ創出 

  個別施策１【重点】   起業、チャレンジ精神の醸成 

  個別施策２【重点】   初期事業化の促進 

  個別施策３       社会実装支援 

  個別施策４       成長段階に応じた適正なインフラ環境の確保支援 

  個別施策５       海外展開及び海外人材確保支援 

 

基本方針２  スタートアップが成長できるエコシステムの醸成 

  個別施策６       コミュニティの醸成 

  個別施策７       スタートアップと人材の交流支援 

  個別施策８【重点】   スタートアップの創出及び成長を促すエコシステム（連携体制） 

              の構築 

 

モニタリング指標 

第２期戦略では、施策をとおした成果の検証手法の一つとして、モニタリング指標を設定しま

す。モニタリング指標の検証をとおして、施策の在り方を随時検討し、改善していくために活用し

ます。次の数値は年度ごとの基準値（推定される数値）とします。実績値の推移によっては基準値

を見直すこととします。なお、予算事業の評価にもこの数値を活用していきます。 
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モニタリング指標１：スタートアップ創業数（累積） 

2023 年度： 

37 件 

2024 年度： 

45 件 

2025 年度： 

54 件 

2026 年度： 

64 件 

2027 年度： 

75 件 

 

2016 年度～2021 年度の年平均スタートアップ創業数 6.6 件に対し、2023 年度は７件、

以降の年度で 1 件ずつ増加することを基準とします。目標値は第１期戦略の KPI である

2022 年度目標値の 30 件に加算したものとします。 

・2023 年度 30 件＋７件＝37 件 

（参考） 

市内におけるスタートアップ創業数 

2016 年度： 

８件 

2017 年度： 

８件 

2018 年度： 

８件 

2019 年度： 

５件 

2020 年度： 

２件 

2021 年度： 

９件 

 

 

モニタリング指標２：スタートアップの資金調達額 

2023 年度： 

8.9 億円 

2024 年度： 

11.8 億円 

2025 年度： 

15.7 億円 

2026 年度： 

20.9 億円 

2027 年度： 

27.8 億円 

 

 INITIAL が発表する国内スタートアップ資金調達額によると、2012 年～2021 年の 10 年

間の平均成長率は年率 33％の伸びが見られます。2016 年度～2021 年度の市内スタートア

ップ年平均資金調達額 667 百万円に、この成長率を乗じたものを基準とします。 

 

モニタリング指標３：スタートアップのエグジット件数 

2023 年度： 

― 

2024 年度： 

― 

2025 年度： 

― 

2026 年度： 

― 

2027 年度： 

２件 

 

 IPO または M&A によるエグジットは、達成に一定期間を要します。第２期戦略の策定期

間中、最終年度までに２件を基準として設定します。 

 

モニタリング指標４：スタートアップの流入数 

2023 年度： 

２件 

2024 年度： 

２件 

2025 年度： 

２件 

2026 年度： 

２件 

2027 年度： 

２件 
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 流入数は、市外のスタートアップがつくば市内に本社を移転した場合、事業所を登記した

場合を対象とします。子会社新設の場合等は、スタートアップ登録制度への登録内容に基づ

き、自己申告で流入とするかどうか判断します。一定頻度での流入を目指し、毎年 2 件を基

準とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表＊ モニタリング指標の中間実績（2025 年 9 月 1 日時点） 
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第４章 第２期つくば市スタートアップ戦略の個別施策 
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１ 人的資源と研究成果を活かしたスタートアップ創出に向けて 
 

起業を志す人だけでなく、新しい挑戦に取り組む人やそれを見守る、応援する、支える人を増

やすことがまちの活性化にとって重要です。あらゆる年代の人が新しいことにチャレンジするこ

とやそれを支援するマインドの醸成を図り、もってスタートアップがつくば市内でさまざまなス

テークホルダーと協働しやすい環境を創出します。また、これらについて様々なメディアや情報

媒体を活用し、市民が知る機会の創出を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個別施策１ 起業、チャレンジ精神の醸成 ＜重点施策＞ 
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